


平
成
30
年
度
　
当
初
予
算
の
概
要

　
第
１
回
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
予
算
額

は
、
１
７
３
億
２
５
２
２
万
５
千
円
。
内
訳
は
一

般
会
計
が
98
億
１
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が

75
億
１
５
２
２
万
５
千
円
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
『
第
５
次
日
出
町
総
合
計
画
』
の

実
質
的
な
開
始
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
に

掲
げ
る
町
の
将
来
像
で
あ
る
『
住
む
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
ま
ち
』
の
実
現
を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
政
策
を
柱
と
し
て
予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
一
次
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
企
業
誘
致
、

移
住
定
住
促
進
の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

●地方交付税

　�市町村間の財正格差をなくすために国から

交付されるもの

●町債

　町の借金

●扶助費

　�社会保障制度の一環。最低限の生活維持を

図る目的で支出されるもの

●公債費

　借金の返済

●投資的経費

　道路や公園、施設などの建設費

●繰出金

　�一般会計から特別会計への予算のやりとり

一般会計	 98 億 1,000 万円
特別会計	 75 億 1,522 万５千円
合　　計	 173 億 2,522 万５千円

用語解説

歳
入

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
町
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る
財
源
で
あ
る
自
主
財
源
の
比

率
は
40
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
柱
と
な
る
町
税
に
つ
い
て

は
、
28
億
６
２
６
０
万
３
千
円
と
前
年
度
比

５
２
１
１
万
５
千
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
の
特
例
課
税
の
見

直
し
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
に
お
け
る

償
却
資
産
の
増
加
、
納
税
義
務
者
の
増
加
に

よ
る
個
人
町
民
税
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基

金
や
減
債
基
金
か
ら
繰
入
を
行
い
、
繰

入
金
総
額
は
昨
年
度
比
８
・
８
％
増
の

７
億
６
５
３
８
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
依
存
財
源
の
主
な
も
の
で
あ

る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
と
同
額
の

22
億
２
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
等
緊
急
整
備
事
業
が
大
幅
に
減
額

に
な
っ
た
こ
と
や
、
中
央
公
民
館
空
調

整
備
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
６
億
４
５
４
０
万
円
と
前
年
度
比

１
億
９
２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
出

　
歳
出
に
つ
い
て
、
扶
助
費
で
は
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事
業
が
大
幅
に
伸

び
た
こ
と
や
障
害
者
介
護
給
付
費
な
ど
が

増
加
し
た
た
め
、
昨
年
度
比
４
・
３
％
増
の

24
億
９
１
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
保
育
所
等
緊
急
整
備

事
業
が
減
少
し
た
こ
と
や
中
央
公
民
館
空
調

設
備
整
備
、
歴
史
資
料
館
改
修
事
業
な
ど
が

終
了
し
た
た
め
、
前
年
度
比
50
・
９
％
減
の

５
億
４
４
７
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
は
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
の
増
額
や
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
負
担

金
、
日
出
町
生
活
交
通
確
保
維
持
協
議
会
負

担
金
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年

度
比
７
・
９
％
増
の
13
億
８
７
５
１
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入

歳出

2018.4 ②
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新
規
事
業

■
防
災
マ
ッ
プ
更
新
委
託
料
　

　
３
４
７
万
円

　�

災
害
危
険
地
域
の
新
た
な
指
定
に
伴
い
、

防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
全
戸
配
布
を
行

い
ま
す
。

■
被
災
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
　

　
１
７
６
万
円

　　�
災
害
発
生
時
に
罹
災
証
明
書
の
発
行
や
税

の
減
免
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
被

災
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
円
滑

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
生
活
交
通
確
保
維
持
協
議
会
負
担
金
　

　
７
６
６
万
円

　　�

公
共
交
通
に
関
す
る
課
題
を
踏
ま
え
、
乗

り
継
ぎ
の
円
滑
化
、
交
通
空
白
地
対
策
及

び
利
用
促
進
策
な
ど
、
今
後
の
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
自
殺
予
防
計
画
策
定
委
託
料
　

　
１
９
４
万
円

　　�

警
察
や
消
防
、
区
長
会
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
自
殺
予
防
対
策
を
行
う
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

■
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
　

　
３
２
４
万
円

　　�

平
成
31
年
度
か
ら
導
入
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
自
動
償
還
払
い
に
対
応
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す
。

■�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
業

務
委
託
料
　
１
９
４
万
円

　　�

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
推
進
す
る

た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

■
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
ワ
イ
ド
　

　
１
４
０
万
円

　　�

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

第
２
子
・
第
３
子
以
降
の
出
生
に
対
し
て
、

現
在
実
施
し
て
い
る
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー

ポ
ン
券
を
増
額
し
ま
す
。

■
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
等
支
援
事
業
　

　
14
万
円

　　�

骨
髄
ド
ナ
ー
提
供
者
個
人
ま
た
は
事
業
所

に
対
し
助
成
す
る
こ
と
で
骨
髄
移
植
な
ど

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
取
付
費
補
助
金

　
60
万
円

　�

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
自
動

車
急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付
け
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
補
助
金

　
90
万
円

　　�

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対

し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
回
数
券
を
交
付

し
ま
す
。

■
大
分
県
親
元
就
農
給
付
金
事
業
　

　
４
０
０
万
円

　　�

農
業
後
継
者
の
確
保
策
と
し
て
、
新
た
に

親
元
で
の
就
農
を
始
め
る
方
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
　

　
３
６
０
万
円

　　�

防
災
対
策
と
し
て
、
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
園
芸
産
地
整
備
事
業
　
　

　
３
０
０
万
円

　　�

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
施
設
の
設
置

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

一般会計		当初予算
新規・拡充事業

■
漁
港
海
岸
保
全
事
業
　

　
１
５
３
２
万
円

　　�

海
岸
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
改
修
計
画
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
　

　
３
３
４
３
万
円

　�　�

老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

■
部
活
動
指
導
員
活
用
事
業

　�

１
１
０
万
円

　　�

部
活
動
指
導
員
を
雇
用
し
、
運
動
部
活
動

の
充
実
及
び
活
性
化
行
う
と
と
も
に
教
員

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■�

小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

活
用
事
業
　
２
１
６
万
円

　　�

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
非
常

勤
職
員
を
雇
用
し
ま
す
。

拡
充
事
業

■
蜂
の
巣
駆
除
補
助
金
事
業

　�

32
万
円

　　�

助
成
金
の
上
限
額
を
６
千
円
か
ら
８
千
円

に
引
き
上
げ
ま
す
。

■
食
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

　�

４
５
２
万
円

　　�

城
下
か
れ
い
や
ち
り
め
ん
、
日
出
カ
レ
ー

な
ど
の
食
を
活
か
し
た
飲
食
店
周
遊
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
規
模
を
拡
大
し
て
実
施
し
ま

す
。

■
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
連
携
事
業

　�

８
０
０
万
円

　　�

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
駅
舎
の
装
飾
や
駅
周
辺
の
マ

ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ

に
す
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

■
芸
術
文
化
振
興
事
業

　�

１
０
１
５
万
円

　　�

10
月
～
11
月
に
か
け
て
県
内
全
域
で
開
催

さ
れ
る
『
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い

た
２
０
１
８
』。
日
出
町
で
も
様
々
な
催

し
を
行
い
ま
す
。

事業 本年度 前年度 増減

一 般 会 計 98 億 1,000 万円 101 億 4,000 万円 △３億 3,000 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31 億 2,177 万３千円 38 億 9,694 万５千円 △７億 7,517 万２千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ８億 8,543 万１千円 ９億 4,871 万９千円 △ 6,328 万８千円

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 4,056 万５千円 3,916 万４千円 140 万１千円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 4,173 万３千円 3,944 万２千円 229 万１千円

介 護 保 険 特 別 会 計

 （ 保 険 事 業 勘 定 ）
24 億 8,005 万９千円 25 億 154 万２千円 △ 2,148 万３千円

介 護 保 険 特 別 会 計

 （ サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ）
2,075 万２千円 2,191 万８千円 △ 116 万６千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ３億 1,364 万２千円 ３億 2,404 万８千円 △ 1,040 万６千円

水 道 事 業 会 計 ６億 1,127 万円 ７億 1,613 万５千円 △１億 486 万５千円

各会計当初予算額の前年度比較

2018.4 ④



新
規
事
業

■
防
災
マ
ッ
プ
更
新
委
託
料
　

　
３
４
７
万
円

　�

災
害
危
険
地
域
の
新
た
な
指
定
に
伴
い
、

防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
全
戸
配
布
を
行

い
ま
す
。

■
被
災
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
　

　
１
７
６
万
円

　　�

災
害
発
生
時
に
罹
災
証
明
書
の
発
行
や
税

の
減
免
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
被

災
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
円
滑

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
生
活
交
通
確
保
維
持
協
議
会
負
担
金
　

　
７
６
６
万
円

　　�

公
共
交
通
に
関
す
る
課
題
を
踏
ま
え
、
乗

り
継
ぎ
の
円
滑
化
、
交
通
空
白
地
対
策
及

び
利
用
促
進
策
な
ど
、
今
後
の
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
自
殺
予
防
計
画
策
定
委
託
料
　

　
１
９
４
万
円

　　�

警
察
や
消
防
、
区
長
会
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
自
殺
予
防
対
策
を
行
う
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

■
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
　

　
３
２
４
万
円

　　�

平
成
31
年
度
か
ら
導
入
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
自
動
償
還
払
い
に
対
応
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す
。

■�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
業

務
委
託
料
　
１
９
４
万
円

　　�

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
推
進
す
る

た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

■
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
ワ
イ
ド
　

　
１
４
０
万
円

　　�

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

第
２
子
・
第
３
子
以
降
の
出
生
に
対
し
て
、

現
在
実
施
し
て
い
る
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー

ポ
ン
券
を
増
額
し
ま
す
。

■
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
等
支
援
事
業
　

　
14
万
円

　　�

骨
髄
ド
ナ
ー
提
供
者
個
人
ま
た
は
事
業
所

に
対
し
助
成
す
る
こ
と
で
骨
髄
移
植
な
ど

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
取
付
費
補
助
金

　
60
万
円

　�

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
自
動

車
急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付
け
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
補
助
金

　
90
万
円

　　�

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対

し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
回
数
券
を
交
付

し
ま
す
。

■
大
分
県
親
元
就
農
給
付
金
事
業
　

　
４
０
０
万
円

　　�

農
業
後
継
者
の
確
保
策
と
し
て
、
新
た
に

親
元
で
の
就
農
を
始
め
る
方
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
　

　
３
６
０
万
円

　　�

防
災
対
策
と
し
て
、
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
園
芸
産
地
整
備
事
業
　
　

　
３
０
０
万
円

　　�

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
施
設
の
設
置

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

一般会計		当初予算
新規・拡充事業

■
漁
港
海
岸
保
全
事
業
　

　
１
５
３
２
万
円

　　�

海
岸
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
改
修
計
画
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
　

　
３
３
４
３
万
円

　�　�

老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

■
部
活
動
指
導
員
活
用
事
業

　�

１
１
０
万
円

　　�

部
活
動
指
導
員
を
雇
用
し
、
運
動
部
活
動

の
充
実
及
び
活
性
化
行
う
と
と
も
に
教
員

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■�

小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

活
用
事
業
　
２
１
６
万
円

　　�

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
非
常

勤
職
員
を
雇
用
し
ま
す
。

拡
充
事
業

■
蜂
の
巣
駆
除
補
助
金
事
業

　�

32
万
円

　　�

助
成
金
の
上
限
額
を
６
千
円
か
ら
８
千
円

に
引
き
上
げ
ま
す
。

■
食
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

　�

４
５
２
万
円

　　�
城
下
か
れ
い
や
ち
り
め
ん
、
日
出
カ
レ
ー

な
ど
の
食
を
活
か
し
た
飲
食
店
周
遊
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
規
模
を
拡
大
し
て
実
施
し
ま

す
。

■
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
連
携
事
業

　�

８
０
０
万
円

　　�

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
駅
舎
の
装
飾
や
駅
周
辺
の
マ

ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ

に
す
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

■
芸
術
文
化
振
興
事
業

　�

１
０
１
５
万
円

　　�

10
月
～
11
月
に
か
け
て
県
内
全
域
で
開
催

さ
れ
る
『
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い

た
２
０
１
８
』。
日
出
町
で
も
様
々
な
催

し
を
行
い
ま
す
。

事業 本年度 前年度 増減

一 般 会 計 98 億 1,000 万円 101 億 4,000 万円 △３億 3,000 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31 億 2,177 万３千円 38 億 9,694 万５千円 △７億 7,517 万２千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ８億 8,543 万１千円 ９億 4,871 万９千円 △ 6,328 万８千円

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 4,056 万５千円 3,916 万４千円 140 万１千円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 4,173 万３千円 3,944 万２千円 229 万１千円

介 護 保 険 特 別 会 計

 （ 保 険 事 業 勘 定 ）
24 億 8,005 万９千円 25 億 154 万２千円 △ 2,148 万３千円

介 護 保 険 特 別 会 計

 （ サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ）
2,075 万２千円 2,191 万８千円 △ 116 万６千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ３億 1,364 万２千円 ３億 2,404 万８千円 △ 1,040 万６千円

水 道 事 業 会 計 ６億 1,127 万円 ７億 1,613 万５千円 △１億 486 万５千円

各会計当初予算額の前年度比較

2018.4⑤



　
３
月
２
日
、
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

が
役
場
で
開
催
さ
れ
、
日
出
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
の
会
員
ら
約
20
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

は
、
町
長
と
住
民
が
意
見
交
換
を
し
て

町
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
行
政

と
住
民
が
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
安
部
志
津
子
会
長

が
「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
意
見

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
談
会
で
は
、
町
の
将
来
像
に
は
じ

ま
り
、
公
民
館
設
備
の
充
実
、
女
性
消

防
団
員
の
増
加
策
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
意
見
交
換

町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

郷
土
の
伝
統
芸
能
を
学
ぶ

豊
岡
小
で
辻
間
楽
体
験
授
業

講師の動きに合わせて太鼓を叩く児童ら

HIJI��TOWN��TOPICS

まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

２月～３月

町長と意見を交わす参加者ら

　
２
月
22
日
、
豊
岡
小
学
校
３
年
生
の

児
童
を
対
象
に
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
学

ぶ
た
め
、
八
津
島
神
社
（
豊
岡
地
区
）

の
神
事
で
あ
る
辻
間
楽
（
大
分
県
無
形

民
俗
文
化
財
）
の
体
験
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
辻
間
楽
は
、
南
北
朝
時
代
を
起
源
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
江
戸
時
代
に
は

参
勤
交
代
の
航
路
で
安
全
に
渡
航
で
き

る
よ
う
に
お
殿
様
の
前
で
舞
っ
て
祈
願

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
小
学
校
体
育
館
で
、
辻
間
楽

保
存
会
の
藤
田�

明
会
長
を
は
じ
め
５

名
が
講
師
と
な
り
、
児
童
約
70
名
に
歴

史
を
説
明
し
た
後
、
太
鼓
を
身
に
つ
け

て
一
連
の
動
作
を
体
験
。
太
鼓
を
楽
し

そ
う
に
叩
い
て
踊
っ
て
い
る
児
童
ら
の

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

い
わ
れ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
で
、
か

つ
て
別
府
湾
で
漁
業
を
営
む
人
た
ち

が
、
こ
の
桜
の
咲
き
具
合
を
見
て
漁
法

を
変
え
た
こ
と
か
ら
『
魚
見
桜
』
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
に
台
風
で
枝
が
折
れ
る
な
ど
の

原
因
に
よ
り
樹
勢
が
衰
え
、
一
時
は
花

も
葉
も
付
か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が

（
そ
れ
に
よ
り
、
ま
つ
り
の
開
催
も
見

合
わ
せ
）、
近
年
、
根
か
ら
育
っ
た
ひ

こ
ば
え
が
、
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
『
魚

見
桜
を
愛
す
る
会
』
の
野
崎
一
郎
会
長

に
よ
る
『
魚
見
桜
の
話
』
や
、
山
香
子

ど
も
太
鼓
、
辻
間
楽
な
ど
を
実
施
。

　
日
出
町
文
化
協
会
茶
道
部
会
に
よ
る

お
茶
席
や
、
豊
岡
地
区
婦
人
会
・
津
辻

婦
人
会
な
ど
に
よ
る
特
産
品
販
売
も
会

場
で
行
わ
れ
、
来
場
者
は
一
足
早
い
お

花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

花を咲かせる魚見桜

町
で
一
番
早
く
お
花
見
を
満
喫

６
年
ぶ
り
の
魚
見
桜
ま
つ
り

　
３
月
18
日
、
豊
岡
地
区
の
城
内
邸
跡

地
で
、
魚う
お
み
ざ
く
ら

見
桜
ま
つ
り
が
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
魚
見
桜
は
、
樹
齢
４
０
０
年
以
上
と

会場では辻間楽などが披露

HIJI��TOWN��TOPICS

地震発生の時刻に合わせ、黙とうを捧げる参列者ら

震
災
か
ら
７
年
　
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る

宮
城
県
亘
理
町
で
合
同
追
悼
式

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
っ
た

３
月
11
日
、
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
で
合
同
追

悼
式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
亘
理
町
と
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る

日
出
町
か
ら
、
本
田
町
長
、
白
水
町
議

会
議
長
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
に
は
約
３
０
０
名
が
参
列
。
亘
理

町
産
の
菊
の
花
を
献
花
し
、
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
亘
理
町
の
齋
藤
町
長
は
「
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
未
来
へ

の
備
え
に
な
る
。
心
を
一
つ
に
し
て
力

を
合
わ
せ
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
亘
理

町
を
復
興
さ
せ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

初
期
段
階
で
の
救
命
行
動
で
尊
い
命
を
救
う

４
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

　
３
月
13
日
、
杵
築
速
見
消
防
組
合
日

出
消
防
署
で
、
山
田
恵
子
さ
ん
、
赤
野

洋
子
さ
ん
、
伊
藤
卓
代
さ
ん
、
児
玉
恵

さ
ん
（
い
ず
れ
も
町
内
在
住
）
に
、
阿

部
珠
一
消
防
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
中
央
体
育
館
で
突
然
倒

れ
心
肺
停
止
状
態
に
陥
っ
た
男
性
に
対

し
て
、
４
人
は
心
肺
蘇
生
を
試
み
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
手
配
し
、応
急
処
置
を
実
施
。

適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り

男
性
は
一
命
を
取
り
留
め
、
今
で
は
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
と
に
か
く
助
か
っ
て
ほ
し
い
一
心

だ
っ
た
。
男
性
が
回
復
さ
れ
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
贈
呈
式
に
出
席
し
た
３

人
は
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

※�

16
頁
に
救
命
講
習
の
ご
案
内
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

山田�恵子さん（前列右から２人目）
赤野�洋子さん（前列右端）
伊藤�卓代さん（前列左端）
※児玉�恵さんは贈呈式には欠席

受章した青柳分団長（中央）

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

消
防
団
の
青
柳
年
明
分
団
長

　
日
出
町
消
防
団
第
５
分
団
の
青
柳
年

明
分
団
長
が
、
平
成
29
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
16
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
消
防
に
関
し
て
最
も
栄

誉
の
あ
る
も
の
で
、
青
柳
分
団
長
の
35

年
に
亘
る
消
防
団
活
動
が
評
価
さ
れ
て

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
本
田
町
長
か
ら
「
こ

れ
か
ら
も
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
ご
尽
力
願
い
た
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
柳
分
団
長
は
「
今
回
の
受
章
を
励

み
と
し
、
よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
章
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

地区公民館に地域活動拠点を一本化します
　地域づくり活動の拠点として、地区公民館・ふれあいセン
ターそれぞれで活動を行ってきましたが、平成 30年５月１
日より、地区公民館に一本化して地域活動の拠点とします。
　地区公民館は、公民館利用者だけではなく、地域の方々が
気軽に来ていただける場です。区長、各種団体、自主サーク
ルなど色々な団体の意見をいただき、お互いに交流ができる
場を提供していきます。
　これまで利用したことがない方々は、地区公民館を利用し
て交流の輪を広げてみませんか？

ふれあいセンター

地区公民館
地区公民館⇒

地域活動の拠点・地区公民館

自治区、公民館、住民、子ども会、老人クラブ、
消防団、ＰＴＡ、学校、商店街、児童民生委員、ＮＰＯ、
防災士会、女性団体、農漁業者、防犯パトロール隊　など
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３
月
２
日
、
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

が
役
場
で
開
催
さ
れ
、
日
出
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
の
会
員
ら
約
20
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

は
、
町
長
と
住
民
が
意
見
交
換
を
し
て

町
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
行
政

と
住
民
が
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
安
部
志
津
子
会
長

が
「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
意
見

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
談
会
で
は
、
町
の
将
来
像
に
は
じ

ま
り
、
公
民
館
設
備
の
充
実
、
女
性
消

防
団
員
の
増
加
策
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
意
見
交
換

町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

郷
土
の
伝
統
芸
能
を
学
ぶ

豊
岡
小
で
辻
間
楽
体
験
授
業

講師の動きに合わせて太鼓を叩く児童ら
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まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

２月～３月

町長と意見を交わす参加者ら

　
２
月
22
日
、
豊
岡
小
学
校
３
年
生
の

児
童
を
対
象
に
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
学

ぶ
た
め
、
八
津
島
神
社
（
豊
岡
地
区
）

の
神
事
で
あ
る
辻
間
楽
（
大
分
県
無
形

民
俗
文
化
財
）
の
体
験
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
辻
間
楽
は
、
南
北
朝
時
代
を
起
源
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
江
戸
時
代
に
は

参
勤
交
代
の
航
路
で
安
全
に
渡
航
で
き

る
よ
う
に
お
殿
様
の
前
で
舞
っ
て
祈
願

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
小
学
校
体
育
館
で
、
辻
間
楽

保
存
会
の
藤
田�

明
会
長
を
は
じ
め
５

名
が
講
師
と
な
り
、
児
童
約
70
名
に
歴

史
を
説
明
し
た
後
、
太
鼓
を
身
に
つ
け

て
一
連
の
動
作
を
体
験
。
太
鼓
を
楽
し

そ
う
に
叩
い
て
踊
っ
て
い
る
児
童
ら
の

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

い
わ
れ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
で
、
か

つ
て
別
府
湾
で
漁
業
を
営
む
人
た
ち

が
、
こ
の
桜
の
咲
き
具
合
を
見
て
漁
法

を
変
え
た
こ
と
か
ら
『
魚
見
桜
』
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
に
台
風
で
枝
が
折
れ
る
な
ど
の

原
因
に
よ
り
樹
勢
が
衰
え
、
一
時
は
花

も
葉
も
付
か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が

（
そ
れ
に
よ
り
、
ま
つ
り
の
開
催
も
見

合
わ
せ
）、
近
年
、
根
か
ら
育
っ
た
ひ

こ
ば
え
が
、
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
『
魚

見
桜
を
愛
す
る
会
』
の
野
崎
一
郎
会
長

に
よ
る
『
魚
見
桜
の
話
』
や
、
山
香
子

ど
も
太
鼓
、
辻
間
楽
な
ど
を
実
施
。

　
日
出
町
文
化
協
会
茶
道
部
会
に
よ
る

お
茶
席
や
、
豊
岡
地
区
婦
人
会
・
津
辻

婦
人
会
な
ど
に
よ
る
特
産
品
販
売
も
会

場
で
行
わ
れ
、
来
場
者
は
一
足
早
い
お

花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

花を咲かせる魚見桜

町
で
一
番
早
く
お
花
見
を
満
喫

６
年
ぶ
り
の
魚
見
桜
ま
つ
り

　
３
月
18
日
、
豊
岡
地
区
の
城
内
邸
跡

地
で
、
魚う
お
み
ざ
く
ら

見
桜
ま
つ
り
が
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
魚
見
桜
は
、
樹
齢
４
０
０
年
以
上
と

会場では辻間楽などが披露
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地震発生の時刻に合わせ、黙とうを捧げる参列者ら

震
災
か
ら
７
年
　
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る

宮
城
県
亘
理
町
で
合
同
追
悼
式

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
っ
た

３
月
11
日
、
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
で
合
同
追

悼
式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
亘
理
町
と
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る

日
出
町
か
ら
、
本
田
町
長
、
白
水
町
議

会
議
長
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
に
は
約
３
０
０
名
が
参
列
。
亘
理

町
産
の
菊
の
花
を
献
花
し
、
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
亘
理
町
の
齋
藤
町
長
は
「
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
未
来
へ

の
備
え
に
な
る
。
心
を
一
つ
に
し
て
力

を
合
わ
せ
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
亘
理

町
を
復
興
さ
せ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

初
期
段
階
で
の
救
命
行
動
で
尊
い
命
を
救
う

４
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

　
３
月
13
日
、
杵
築
速
見
消
防
組
合
日

出
消
防
署
で
、
山
田
恵
子
さ
ん
、
赤
野

洋
子
さ
ん
、
伊
藤
卓
代
さ
ん
、
児
玉
恵

さ
ん
（
い
ず
れ
も
町
内
在
住
）
に
、
阿

部
珠
一
消
防
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
中
央
体
育
館
で
突
然
倒

れ
心
肺
停
止
状
態
に
陥
っ
た
男
性
に
対

し
て
、
４
人
は
心
肺
蘇
生
を
試
み
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
手
配
し
、応
急
処
置
を
実
施
。

適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り

男
性
は
一
命
を
取
り
留
め
、
今
で
は
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
と
に
か
く
助
か
っ
て
ほ
し
い
一
心

だ
っ
た
。
男
性
が
回
復
さ
れ
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
贈
呈
式
に
出
席
し
た
３

人
は
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

※�

16
頁
に
救
命
講
習
の
ご
案
内
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

山田�恵子さん（前列右から２人目）
赤野�洋子さん（前列右端）
伊藤�卓代さん（前列左端）
※児玉�恵さんは贈呈式には欠席

受章した青柳分団長（中央）

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

消
防
団
の
青
柳
年
明
分
団
長

　
日
出
町
消
防
団
第
５
分
団
の
青
柳
年

明
分
団
長
が
、
平
成
29
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
16
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
消
防
に
関
し
て
最
も
栄

誉
の
あ
る
も
の
で
、
青
柳
分
団
長
の
35

年
に
亘
る
消
防
団
活
動
が
評
価
さ
れ
て

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
本
田
町
長
か
ら
「
こ

れ
か
ら
も
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
ご
尽
力
願
い
た
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
柳
分
団
長
は
「
今
回
の
受
章
を
励

み
と
し
、
よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
章
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

地区公民館に地域活動拠点を一本化します
　地域づくり活動の拠点として、地区公民館・ふれあいセン
ターそれぞれで活動を行ってきましたが、平成 30年５月１
日より、地区公民館に一本化して地域活動の拠点とします。
　地区公民館は、公民館利用者だけではなく、地域の方々が
気軽に来ていただける場です。区長、各種団体、自主サーク
ルなど色々な団体の意見をいただき、お互いに交流ができる
場を提供していきます。
　これまで利用したことがない方々は、地区公民館を利用し
て交流の輪を広げてみませんか？

ふれあいセンター

地区公民館
地区公民館⇒

地域活動の拠点・地区公民館

自治区、公民館、住民、子ども会、老人クラブ、
消防団、ＰＴＡ、学校、商店街、児童民生委員、ＮＰＯ、
防災士会、女性団体、農漁業者、防犯パトロール隊　など
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目録を本田町長へ手渡す笠置社長（中央）

あたたかいご寄附に対し、感謝申し上げます。

　株式会社�ＡＫ電子�代表取締役��笠置��宏��様（藤
原地区）から、町へご寄付（500,000 円）を賜
りました。
　あたたかいご寄付に対し、感謝申し上げます。
※�いただいたご寄附は、寄附者の希望により、町
立小・中学校における教育振興費として活用し
ます。

目録を本田町長へ手渡す荷宮社長（右）

　有限会社�荷宮電工�代表取締役��荷宮��孝治��様
（日出地区）から、町へご寄付（3,000,000 円）
を賜りました。
　あたたかいご寄付に対し、感謝申し上げます。
※�いただいたご寄附は、寄附者の希望により、教
育振興費として活用します。
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感謝状贈呈式での記念撮影

地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

　日出町の安心安全なまちづくりを推進するために、杵築
日出警察署が中心となって、町内に赤色回転灯を設置する
構想が始まりました。
　以下の事業者および団体は、当構想にご賛同くださると
ともに、町内７カ所に、自らの負担で赤色回転灯を設置し
ていただきました。

株式会社�昭和建設工業��様　�株式会社�上野建設��様
株式会社�三洋物産��様　　　�日出町ライオンズクラブ��様

　地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

設置されたＬＥＤ防犯灯の１つ

　株式会社�安部組��様から、社会貢献活動の取り組みとし
て、ＬＥＤ防犯灯（５基）を設置していただきました。
　設置場所は豊岡地区の町立豊岡小学校周辺の町道で、今
まで道を照らす照明がなかったため、設置による防犯性の
向上が期待されます。
　地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

　日出町では、浄化槽やくみ取り便槽から下水道への切り替え工事を行う方に対して補助金を交
付していますが、好評により、平成 30 年度も継続することになりました。下水道処理区域にお
住まいの方で、まだ下水道への接続がお済みでない方は、ぜひこの補助金制度をご活用ください。

■補助対象
①�公共下水道、漁業集落排水施設および農業集落排水施設の処理区域内において、平成 30 年 4
月 1 日から平成 31 年３月 31 日までに既設の浄化槽またはくみ取り便槽を廃止し、新たに下水
道に接続される方

②町税の滞納のない方
③受益者負担金及び分担金の滞納のない方
■補助金額
　補助対象工事 1 件につき 5 万円
※申請は平成 31 年３月 31 日までに下水道に接続できる方に限られます。
※着工後の申請は受け付けることができません。

　日出町では既設の浄化槽・くみ取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っ
ていますが、平成 29 年度より補助金額が 10 万円増額となっております。
　期間限定となりますので、ぜひこの機会に合併処理浄化槽を設置しませんか？

人槽 補助金額（上限）

５人槽 　　332,000 円→ 432,000 円
６～７人槽 　　414,000 円→ 514,000 円
８人槽～ 　　548,000 円→ 648,000 円

■補助金額

※新築住宅での設置は対象外です。
※着工後の申請は受け付けできません。
※町税を完納されていることが条件です。
※詳しくは、上下水道課にお問い合わせ下さい。

　　■問合先
上下水道課��下水道管理係　☎ 73-3124

補助金増額中！
浄化槽設置整備事業補助金制度をご活用ください

『下水道接続促進事業補助金制度』を継続します

上下水道課からのお知らせ

▼�

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
の
日
程

　
ご
自
宅
に
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所

持
し
て
い
る
場
合
、『
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
』
に
基
づ
き
、
必
ず
大
分

県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

査
会
に
出
向
き
、『
銃
砲
刀
剣
類
登
録

証
』
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
も
、
以
下
日
程
の
と
お

り
審
査
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
対
象

の
方
は
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○�

会
場
に
は
、
現
物
と
発
見
届
出
済

証
・
登
録
手
数
料
（
１
件
６
３
０
０

円
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

で
も
手
続
き
は
可
能
で
す（
た
だ
し
、

家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必

要
で
す
）。

○�

登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
再
交
付
手
数
料
１
件

３
５
０
０
円
）。

○�

未
登
録
物
件
の
所
持
・
売
買
は
で
き

ま
せ
ん
。

■�

日
時
　
５
月
9
日
（
水
）、
７
月
11

日
（
水
）、
９
月
12
日
（
水
）、
11
月

14
日
（
水
）、
平
成
31
年
１
月
9
日

（
水
）、
平
成
31
年
３
月
13
日
（
水
）

※�

い
ず
れ
も
13
時
～
17
時
（
受
付
は
16

時
30
分
ま
で
）

■
会
場
　
県
庁
舎
別
館
８
階
84
会
議
室

※�

県
庁
の
駐
車
場
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

■
問
合
先
　
大
分
県
教
育
庁
文
化
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
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目録を本田町長へ手渡す笠置社長（中央）

あたたかいご寄附に対し、感謝申し上げます。

　株式会社�ＡＫ電子�代表取締役��笠置��宏��様（藤
原地区）から、町へご寄付（500,000 円）を賜
りました。
　あたたかいご寄付に対し、感謝申し上げます。
※�いただいたご寄附は、寄附者の希望により、町
立小・中学校における教育振興費として活用し
ます。

目録を本田町長へ手渡す荷宮社長（右）

　有限会社�荷宮電工�代表取締役��荷宮��孝治��様
（日出地区）から、町へご寄付（3,000,000 円）
を賜りました。
　あたたかいご寄付に対し、感謝申し上げます。
※�いただいたご寄附は、寄附者の希望により、教
育振興費として活用します。

HIJI��TOWN��TOPICS

感謝状贈呈式での記念撮影

地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

　日出町の安心安全なまちづくりを推進するために、杵築
日出警察署が中心となって、町内に赤色回転灯を設置する
構想が始まりました。
　以下の事業者および団体は、当構想にご賛同くださると
ともに、町内７カ所に、自らの負担で赤色回転灯を設置し
ていただきました。

株式会社�昭和建設工業��様　�株式会社�上野建設��様
株式会社�三洋物産��様　　　�日出町ライオンズクラブ��様

　地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

設置されたＬＥＤ防犯灯の１つ

　株式会社�安部組��様から、社会貢献活動の取り組みとし
て、ＬＥＤ防犯灯（５基）を設置していただきました。
　設置場所は豊岡地区の町立豊岡小学校周辺の町道で、今
まで道を照らす照明がなかったため、設置による防犯性の
向上が期待されます。
　地域社会へのご貢献に対し、感謝申し上げます。

　日出町では、浄化槽やくみ取り便槽から下水道への切り替え工事を行う方に対して補助金を交
付していますが、好評により、平成 30 年度も継続することになりました。下水道処理区域にお
住まいの方で、まだ下水道への接続がお済みでない方は、ぜひこの補助金制度をご活用ください。

■補助対象
①�公共下水道、漁業集落排水施設および農業集落排水施設の処理区域内において、平成 30 年 4
月 1 日から平成 31 年３月 31 日までに既設の浄化槽またはくみ取り便槽を廃止し、新たに下水
道に接続される方

②町税の滞納のない方
③受益者負担金及び分担金の滞納のない方
■補助金額
　補助対象工事 1 件につき 5 万円
※申請は平成 31 年３月 31 日までに下水道に接続できる方に限られます。
※着工後の申請は受け付けることができません。

　日出町では既設の浄化槽・くみ取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っ
ていますが、平成 29 年度より補助金額が 10 万円増額となっております。
　期間限定となりますので、ぜひこの機会に合併処理浄化槽を設置しませんか？

人槽 補助金額（上限）

５人槽 　　332,000 円→ 432,000 円
６～７人槽 　　414,000 円→ 514,000 円
８人槽～ 　　548,000 円→ 648,000 円

■補助金額

※新築住宅での設置は対象外です。
※着工後の申請は受け付けできません。
※町税を完納されていることが条件です。
※詳しくは、上下水道課にお問い合わせ下さい。

　　■問合先
上下水道課��下水道管理係　☎ 73-3124

補助金増額中！
浄化槽設置整備事業補助金制度をご活用ください

『下水道接続促進事業補助金制度』を継続します

上下水道課からのお知らせ
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。
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催
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。
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▼�
あ
な
た
の
固
定
資
産
（
税
）
が
確
認
で

き
ま
す
（
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧
）

　
縦
覧
制
度
と
は
、
自
己
の
所
有
す
る

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
と
他
の
土

地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き

る
制
度
の
こ
と
で
す
。
縦
覧
は
無
料
で

す
。
ま
た
縦
覧
期
間
は
、
名
寄
帳
の
交

付
手
数
料
も
無
料
で
す
。

■
縦
覧
で
き
る
人

　�

町
内
の
土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者

■
縦
覧
に
必
要
な
物

①
印
か
ん

②�

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

③
代
理
人
、法
人
は
委
任
状
（
承
諾
書
）�

※�

法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
が
押
印

さ
れ
た
も
の

■
縦
覧
で
き
る
帳
簿

○�

土
地
の
納
税
者
は
、
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
み

○�

家
屋
の
納
税
者
は
、
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
み

※�

所
有
者
に
関
す
る
事
項
は
、
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

※�

時
間
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
問
合
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係

☎
73
‐
３
１
２
３

▼�

年
金
の
手
続
き
に
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

　
平
成
30
年
３
月
か
ら
国
民
年
金
に
関

す
る
各
種
届
出
や
申
請
に
つ
い
て
、
原

則
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
で
の

届
出
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
申
請

者
本
人
が
窓
口
で
個
人
番
号
で
の
手
続

き
を
行
う
場
合
は
、
本
人
確
認
（
番
号
確

認
・
身
元
確
認
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
以
下
の
本
人

確
認
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■�
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
場
合

　�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド

■�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

①�

番
号
確
認
　
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
表
記
の
あ
る
住
民
票

②�

身
元
確
認
　
公
的
機
関
の
発
行
し
た

顔
写
真
が
つ
い
た
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

な
ど
）

※�

上
記
の
物
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
２
つ
以
上
の
書
類

※�

な
お
、
個
人
番
号
の
提
供
が
困
難
な

場
合
は
、
従
来
ど
お
り
基
礎
年
金
番

号
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
必
ず
年
金
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
住
民
課
　
年
金
係

☎�

73
‐
３
１
２
２

🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　15,400 円～ 22,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラー有
🅱🅱町営・仁王住宅（３階）…１戸
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　15,400 円～ 22,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラー有

応募者が供給戸数を上回る場合は抽選となります。

■募集期間　４月２日（月）～４月 20 日（金）
■抽選日時　４月 25 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方。
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�同居する親族があること。ただし裁量世帯の場

合はこの限りではない。　

町営住宅入居者募集（４月分）

　③�入居者の合算所得（各種控除後）が月額 158,000
円以下であること。ただし裁量世帯の場合は
214,000 円以下

　④税金の滞納がないこと
　⑤入居者名義の持家がないこと
　⑥独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑦現に住宅に困っていること
　⑧入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　�以下の住宅については随時募集としています。入居
希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。
�　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課�管理係　☎ 73-3172

▼
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　
こ
の
運
動
は
、
新
入
学
や
転
居
な
ど

で
、
不
慣
れ
な
交
通
環
境
に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
広
く
住
民
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
特
に

以
下
の
項
目
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を

心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
お
こ
さ
ず
　
あ
わ
ず
　
事
故
ゼ
ロ

■
運
動
の
重
点

①�

追
突
事
故
の
防
止
～
３
秒
の
車
間
距

離
～
（
大
分
県
独
自
の
取
組
）

○�

運
転
者
は
、
前
車
を
あ
お
り
割
り
込

む
こ
と
な
く
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
よ
う
。

○�

同
乗
者
は
、
十
分
な
車
間
距
離
が
取

れ
て
い
る
か
確
認
し
、
追
突
事
故
を

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
運
転
者
に
呼
び

か
け
よ
う
。

②�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○�

運
転
者
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も
に
対
し

て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
よ
う
。

○�

歩
行
者
は
、
早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ

時
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で
反

射
材
を
身
に
つ
け
よ
う
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○�

自
転
車
の
運
転
者
は
、
無
灯
火
、
二

人
乗
り
、
傘
差
し
、
携
帯
電
話
使
用

及
び
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
く
な

ど
の
運
転
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
絶
対
に
や
め
よ
う
。

④�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

○�

運
転
者
は
、
後
部
座
席
を
含
む
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用

が
運
転
者
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
よ
う
。

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

○�

運
転
者
・
同
乗
者
は
「
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を
徹

底
し
よ
う
。

○�

地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
許

さ
な
い
風
土
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
。

③
運
動
期
間

　�

４
月
６
日
（
金
）
か
ら
４
月
15
日

（
日
）
ま
で
の
10
日
間

■�

日
出
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

お
け
る
運
動
期
間
中
の
一
斉
行
動
日

（
早
朝
街
頭
啓
発
活
動
）

　
４
月
６
日
（
金
）・
４
月
13
日
（
金
）

■
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼�

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
炊
き
出
し
用
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
）
を
配
布
し
ま
す

　
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
各
区
の
皆
さ

ま
へ
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
配
布
し
ま
す
。

■
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
は

　�

災
害
時
に
、
被
災
者
に
温
か
い
食
事

を
ふ
る
ま
う
た
め
の
調
理
用
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
あ
り
、
強
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
熱
に
強
く
、
沸
騰
し
た
お
湯
の

中
で
も
有
害
な
物
質
が
出
な
い
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

■
使
い
方

○�

洗
っ
た
米
と
同
量
の
水
を
袋
に
入
れ
る
。

○�

沸
騰
し
た
お
湯
で
、
40
分
程
度
煮
る
。

○
５
～
10
分
程
度
蒸
ら
す
。

○�

具
材
を
入
れ
て
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

も
可
能
。

■
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
の
利
点

　�

電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

寸
断
さ
れ
て
も
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や

薪
、
少
量
の
水
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

調
理
で
き
る
こ
と
。

■
配
布
方
法

　�

避
難
訓
練
の
日
時
、
場
所
、
必
要
数

量
な
ど
を
以
下
の
問
合
先
に
お
伝
え

い
た
だ
き
、
準
備
で
き
次
第
お
渡
し

し
ま
す
。

■
問
合
先
　
日
赤
日
出
町
分
区

　（
福
祉
対
策
課
　
地
域
福
祉
係
）

☎�
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▼
固
定
資
産
税
の
改
正
に
つ
い
て

■�

納
付
書
発
送
は
５
月
で
す
。
第
１
期
納

期
限
は
５
月
31
日
（
木
）
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
納
付
書
発
送
は
５
月
、
第
１

期
納
期
限
は
５
月
末
と
な
り
ま
す
。

■
前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　�

全
納
で
５
月
に
一
括
し
て
納
税
し
て

も
、
期
別
に
納
税
し
て
も
税
負
担
は

同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

■�

口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
て
い
る
方

で
、
全
納
か
ら
期
別
に
変
更
を
す
る

と
き
は
、
各
自
で
日
出
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
限
は
、
５
月
18
日
（
金
）
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　�

印
鑑
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

※�

役
場
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
手

続
き
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

問
合
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

平
成
30
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
の
年
で
す
。
評
価
替
え
と
は
、

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
原
則
３
年

間
価
格
を
据
え
置
き
、
こ
の
間
に
お

け
る
資
産
価
格
の
変
動
に
対
応
し
、

適
正
均
衡
の
と
れ
た
価
格
に
見
直
す

作
業
で
す
。
平
成
30
年
度
の
固
定
資

産
税
は
、
平
成
30
年
評
価
替
え
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
か
ら
課
税
地
積
は
、
登
記
記
載
ど

お
り
の
登
記
地
積
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係

☎
73
‐
３
１
２
３
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▼�

あ
な
た
の
固
定
資
産
（
税
）
が
確
認
で

き
ま
す
（
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧
）

　
縦
覧
制
度
と
は
、
自
己
の
所
有
す
る

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
と
他
の
土

地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き

る
制
度
の
こ
と
で
す
。
縦
覧
は
無
料
で

す
。
ま
た
縦
覧
期
間
は
、
名
寄
帳
の
交

付
手
数
料
も
無
料
で
す
。

■
縦
覧
で
き
る
人

　�

町
内
の
土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者

■
縦
覧
に
必
要
な
物

①
印
か
ん

②�

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

③
代
理
人
、法
人
は
委
任
状
（
承
諾
書
）�

※�

法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
が
押
印

さ
れ
た
も
の

■
縦
覧
で
き
る
帳
簿

○�

土
地
の
納
税
者
は
、
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
み

○�

家
屋
の
納
税
者
は
、
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
み

※�

所
有
者
に
関
す
る
事
項
は
、
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

※�

時
間
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
問
合
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係

☎
73
‐
３
１
２
３

▼�

年
金
の
手
続
き
に
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

　
平
成
30
年
３
月
か
ら
国
民
年
金
に
関

す
る
各
種
届
出
や
申
請
に
つ
い
て
、
原

則
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
で
の

届
出
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
申
請

者
本
人
が
窓
口
で
個
人
番
号
で
の
手
続

き
を
行
う
場
合
は
、
本
人
確
認
（
番
号
確

認
・
身
元
確
認
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
以
下
の
本
人

確
認
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
場
合

　�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド

■�

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

①�

番
号
確
認
　
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
表
記
の
あ
る
住
民
票

②�

身
元
確
認
　
公
的
機
関
の
発
行
し
た

顔
写
真
が
つ
い
た
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

な
ど
）

※�

上
記
の
物
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
２
つ
以
上
の
書
類

※�

な
お
、
個
人
番
号
の
提
供
が
困
難
な

場
合
は
、
従
来
ど
お
り
基
礎
年
金
番

号
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
必
ず
年
金
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
住
民
課
　
年
金
係

☎�

73
‐
３
１
２
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🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　15,400 円～ 22,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラー有
🅱🅱町営・仁王住宅（３階）…１戸
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　15,400 円～ 22,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラー有

応募者が供給戸数を上回る場合は抽選となります。

■募集期間　４月２日（月）～４月 20 日（金）
■抽選日時　４月 25 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方。
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�同居する親族があること。ただし裁量世帯の場

合はこの限りではない。　

町営住宅入居者募集（４月分）

　③�入居者の合算所得（各種控除後）が月額 158,000
円以下であること。ただし裁量世帯の場合は
214,000 円以下

　④税金の滞納がないこと
　⑤入居者名義の持家がないこと
　⑥独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑦現に住宅に困っていること
　⑧入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　�以下の住宅については随時募集としています。入居
希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。
�　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課�管理係　☎ 73-3172

▼
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　
こ
の
運
動
は
、
新
入
学
や
転
居
な
ど

で
、
不
慣
れ
な
交
通
環
境
に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
広
く
住
民
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
特
に

以
下
の
項
目
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を

心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
お
こ
さ
ず
　
あ
わ
ず
　
事
故
ゼ
ロ

■
運
動
の
重
点

①�

追
突
事
故
の
防
止
～
３
秒
の
車
間
距

離
～
（
大
分
県
独
自
の
取
組
）

○�

運
転
者
は
、
前
車
を
あ
お
り
割
り
込

む
こ
と
な
く
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
よ
う
。

○�

同
乗
者
は
、
十
分
な
車
間
距
離
が
取

れ
て
い
る
か
確
認
し
、
追
突
事
故
を

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
運
転
者
に
呼
び

か
け
よ
う
。

②�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○�

運
転
者
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も
に
対
し

て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
よ
う
。

○�

歩
行
者
は
、
早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ

時
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で
反

射
材
を
身
に
つ
け
よ
う
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○�

自
転
車
の
運
転
者
は
、
無
灯
火
、
二

人
乗
り
、
傘
差
し
、
携
帯
電
話
使
用

及
び
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
く
な

ど
の
運
転
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
絶
対
に
や
め
よ
う
。

④�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

○�

運
転
者
は
、
後
部
座
席
を
含
む
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用

が
運
転
者
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
よ
う
。

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

○�
運
転
者
・
同
乗
者
は
「
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を
徹

底
し
よ
う
。

○�

地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
許

さ
な
い
風
土
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
。

③
運
動
期
間

　�

４
月
６
日
（
金
）
か
ら
４
月
15
日

（
日
）
ま
で
の
10
日
間

■�

日
出
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

お
け
る
運
動
期
間
中
の
一
斉
行
動
日

（
早
朝
街
頭
啓
発
活
動
）

　
４
月
６
日
（
金
）・
４
月
13
日
（
金
）

■
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
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８

▼�

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
炊
き
出
し
用
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
）
を
配
布
し
ま
す

　
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
各
区
の
皆
さ

ま
へ
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
配
布
し
ま
す
。

■
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
は

　�

災
害
時
に
、
被
災
者
に
温
か
い
食
事

を
ふ
る
ま
う
た
め
の
調
理
用
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
あ
り
、
強
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
熱
に
強
く
、
沸
騰
し
た
お
湯
の

中
で
も
有
害
な
物
質
が
出
な
い
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

■
使
い
方

○�

洗
っ
た
米
と
同
量
の
水
を
袋
に
入
れ
る
。

○�

沸
騰
し
た
お
湯
で
、
40
分
程
度
煮
る
。

○
５
～
10
分
程
度
蒸
ら
す
。

○�

具
材
を
入
れ
て
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

も
可
能
。

■
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
の
利
点

　�

電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

寸
断
さ
れ
て
も
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や

薪
、
少
量
の
水
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

調
理
で
き
る
こ
と
。

■
配
布
方
法

　�

避
難
訓
練
の
日
時
、
場
所
、
必
要
数

量
な
ど
を
以
下
の
問
合
先
に
お
伝
え

い
た
だ
き
、
準
備
で
き
次
第
お
渡
し

し
ま
す
。

■
問
合
先
　
日
赤
日
出
町
分
区

　（
福
祉
対
策
課
　
地
域
福
祉
係
）

☎�
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▼
固
定
資
産
税
の
改
正
に
つ
い
て

■�

納
付
書
発
送
は
５
月
で
す
。
第
１
期
納

期
限
は
５
月
31
日
（
木
）
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
納
付
書
発
送
は
５
月
、
第
１

期
納
期
限
は
５
月
末
と
な
り
ま
す
。

■
前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　�

全
納
で
５
月
に
一
括
し
て
納
税
し
て

も
、
期
別
に
納
税
し
て
も
税
負
担
は

同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

■�

口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
て
い
る
方

で
、
全
納
か
ら
期
別
に
変
更
を
す
る

と
き
は
、
各
自
で
日
出
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
限
は
、
５
月
18
日
（
金
）
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　�

印
鑑
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

※�

役
場
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
手

続
き
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

問
合
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

平
成
30
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
の
年
で
す
。
評
価
替
え
と
は
、

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
原
則
３
年

間
価
格
を
据
え
置
き
、
こ
の
間
に
お

け
る
資
産
価
格
の
変
動
に
対
応
し
、

適
正
均
衡
の
と
れ
た
価
格
に
見
直
す

作
業
で
す
。
平
成
30
年
度
の
固
定
資

産
税
は
、
平
成
30
年
評
価
替
え
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
か
ら
課
税
地
積
は
、
登
記
記
載
ど

お
り
の
登
記
地
積
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係

☎
73
‐
３
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ア
の
操
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど

○�

授
業
支
援
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
授
業

の
準
備
や
、
教
材
作
成
の
支
援

　
そ
の
他
、
教
職
員
へ
の
研
修
も
行
う
な
ど
、

そ
の
業
務
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
開
始
し
た
当
初
は
、
障
害
対
応
や
環

境
維
持
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
徐
々
に
授
業
支
援

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領

で
は
小
学
校
段
階
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
必
修
化
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
機
会
は
、

今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
支
援
員
の
役
割
も
よ
り
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
ハ
ー
ド
面
は
と
い
い
ま
す
と
、
来
年

度
に
は
各
小
中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
教

室
の
パ
ソ
コ
ン
が
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
も
多
様
化
し
て
お
り
、
授
業
で
使
用

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
全
国
的
に
も
普
及
し
て
き

て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
そ
の
携
帯
性
を
利

用
し
て
、
屋
外
に
持
ち
出
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
授
業
の
可
能
性
を
大
き
く
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
徒
１
人
に
１
台
ず

つ
と
い
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
移
行
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
も

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

日
出
町
教
育
委
員
会

　
文
部
科
学
省
は
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学

び
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
授
業

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
日
出
町
で
は
こ
れ

ま
で
、
各
小
中
学
校
に
Ｐ
Ｃ
教
室
や
電
子
黒
板

を
整
備
し
、
そ
の
活
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
平
成
29
年
度
か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
は
機
器
の
設
定
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
操
作
な
ど
の
授
業
支
援
を
は
じ
め
、

環
境
整
備
、
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
全
般
に
つ
い
て
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
家
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
や
指
導
力
の
向
上
と
同
時
に
、
授
業

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

○�

障
害
対
応
：
パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
な
い
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
の
復
旧

○�

環
境
維
持
：
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
の
設
定

作
業

○�

校
務
支
援
：
校
務
で
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

　農業を取り巻く環境は高齢化や担い手不足など厳しさを増しています。　　
　がんばる農業者の方を応援し、活力あるまちづくりを実現するために、町独自の支援事業
を行います。

平成 30年度『農業関係』事業について

①日出町新たな担い手就農支援事業
　�新たに農業を営もうとする方の早期の経営
安定を支援するため、農業用機械や施設な
どの整備、生産資材の購入などを支援しま
す。

■対象者
　�町内に住所を有し、平成 29 年４月１日以
降に就農した販売農家

■助成金額
　整備や購入費用の半額（上限 20 万円）
�
②日出町耕作放棄地拡大予防事業
　�一部が竹林化した農地を再生するため、薬
剤を用いて竹の駆除や拡大防止を行う場
合、竹駆除剤の購入費用を助成します。

■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■助成金額など
○耕作する農地へ侵入した竹の駆除
　�薬剤（デゾレートＡＺ粒剤）購入価格の半
額補助（上限３万円）

○耕作する農地に隣接する農道などの竹駆除
　�薬剤（フレノック粒剤）購入価格の半額補
助（上限３万８千円）

③日出町経営安定たい肥活用事業
　�生産コストを軽減し、経営を支援するとと
もに、環境にやさしい循環型農業を推進す
るため、町内畜産農家のたい肥を活用する
場合、購入費用を助成します。

■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■対象となるたい肥
　平成 30 年４月１日から平成 31 年２月 28
日の期間に、肥料取締法の届出を行った町内
畜産農家から購入したたい肥
■助成金額
　たい肥購入金額の半額（上限 10 万円）
■申請期限　　平成 31 年２月 28 日（木）
　
※助成金は、予算の範囲内での支給となります。

制度の詳しい内容や助成金の申請をされる方
は、農林水産課までご連絡ください。

その他農業関係事業については、随時お知ら
せいたします。

■問合先　農林水産課　☎ 73-3127

定 期 相 談　 ① 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■４月の休館日
　２（月）・９（月）・16（月）・23（月）・26（木）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　日時：　４月 14 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児～小学生
○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　日時：　４月 28 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　毎月行っていましたが、今年度から年２回の開催に変更します。
　次回のツアーは、子どもの読書週間に行う予定です。

■こどもの読書週間のお知らせ
　�４月 23 日（月）～５月 12 日（土）はこどもの読書週間です。図
書館では子どもたちに楽しんでもらえる催しを予定しています。
詳しくは、館内チラシ、HP、フェイスブックなどでお知らせします。

『�絵本とおもちゃでゆっくり子育て』
柿
か き た

田��友
ともひろ

広：著　　マイルスタッフ：刊

　子育てもっと楽しみませんか？０歳から小学校
低学年までの絵本やおもちゃを写真付きで紹介。
子どもの発育に合わせたおもちゃや絵本の勧め方
や、大人も読んでほしい子育ての一冊も掲載して
います。子育ての参考にぜひ一冊いかがでしょう
か。

『世界のお祭り』
竹
たけなが

永��絵
え り

里：画　　河出書房新社：刊

　世界には変わったお祭りがいっぱい！お祭りに
はそれぞれの文化や歴史があり、よく知られてい
るスペインのトマト祭りやベルギーのネコ祭りま
で 46 カ国のお祭りをイラストでわかりやすく紹
介。使われている道具や衣装、お祭りに至った経
緯などちょっとした雑学もあり、大人も楽しめる
一冊です。

『ゆけ、シンフロ部！』
堀
ほりぐち

口��泰
たいせい

生：小説　　青
あ お き

木��俊
としなお

直：絵
学研プラス：刊

　“ おんせん県おおいた ” のＰＲ動画でおなじみ
のシンフロ部が小説化！「わたしでもシンフロが
できますか！かわりたいんです！」不慮の事故で
額に傷を負った内気な少女が嫌いな温泉で出会っ
たシンフロ。心惹かれてシンフロをしようと決意
するが…？温泉で行う新競技シンフロ部で奮闘す
る女子高生たちの汗と涙とお湯をかけ流す青春ス
トーリーです。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ４月３日（火）10時～ 15時
　� ５月１日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ４月 13 日（金）13時～ 16時
　� ５月 11日（金）13時～ 16時
　問合先� 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ４月 4日（水）15時 30分～ 17時
　� ５月２日（水）15時 30分～ 17時
　問合先� 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.19 にも掲載しています。
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ア
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な
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Ｃ
Ｔ
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ど
、
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岐
に
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。
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こ
れ
か
ら
も

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

日
出
町
教
育
委
員
会

　
文
部
科
学
省
は
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学

び
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
授
業

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
日
出
町
で
は
こ
れ

ま
で
、
各
小
中
学
校
に
Ｐ
Ｃ
教
室
や
電
子
黒
板

を
整
備
し
、
そ
の
活
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
平
成
29
年
度
か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
は
機
器
の
設
定
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
操
作
な
ど
の
授
業
支
援
を
は
じ
め
、

環
境
整
備
、
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
全
般
に
つ
い
て
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
家
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
や
指
導
力
の
向
上
と
同
時
に
、
授
業

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

○�

障
害
対
応
：
パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
な
い
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
の
復
旧

○�

環
境
維
持
：
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
の
設
定

作
業

○�

校
務
支
援
：
校
務
で
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

　農業を取り巻く環境は高齢化や担い手不足など厳しさを増しています。　　
　がんばる農業者の方を応援し、活力あるまちづくりを実現するために、町独自の支援事業
を行います。

平成 30年度『農業関係』事業について

①日出町新たな担い手就農支援事業
　�新たに農業を営もうとする方の早期の経営
安定を支援するため、農業用機械や施設な
どの整備、生産資材の購入などを支援しま
す。

■対象者
　�町内に住所を有し、平成 29 年４月１日以
降に就農した販売農家

■助成金額
　整備や購入費用の半額（上限 20 万円）
�
②日出町耕作放棄地拡大予防事業
　�一部が竹林化した農地を再生するため、薬
剤を用いて竹の駆除や拡大防止を行う場
合、竹駆除剤の購入費用を助成します。

■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■助成金額など
○耕作する農地へ侵入した竹の駆除
　�薬剤（デゾレートＡＺ粒剤）購入価格の半
額補助（上限３万円）

○耕作する農地に隣接する農道などの竹駆除
　�薬剤（フレノック粒剤）購入価格の半額補
助（上限３万８千円）

③日出町経営安定たい肥活用事業
　�生産コストを軽減し、経営を支援するとと
もに、環境にやさしい循環型農業を推進す
るため、町内畜産農家のたい肥を活用する
場合、購入費用を助成します。

■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■対象となるたい肥
　平成 30 年４月１日から平成 31 年２月 28
日の期間に、肥料取締法の届出を行った町内
畜産農家から購入したたい肥
■助成金額
　たい肥購入金額の半額（上限 10 万円）
■申請期限　　平成 31 年２月 28 日（木）
　
※助成金は、予算の範囲内での支給となります。

制度の詳しい内容や助成金の申請をされる方
は、農林水産課までご連絡ください。

その他農業関係事業については、随時お知ら
せいたします。

■問合先　農林水産課　☎ 73-3127

定 期 相 談　 ① 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■４月の休館日
　２（月）・９（月）・16（月）・23（月）・26（木）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　日時：　４月 14 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児～小学生
○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　日時：　４月 28 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　毎月行っていましたが、今年度から年２回の開催に変更します。
　次回のツアーは、子どもの読書週間に行う予定です。

■こどもの読書週間のお知らせ
　�４月 23 日（月）～５月 12 日（土）はこどもの読書週間です。図
書館では子どもたちに楽しんでもらえる催しを予定しています。
詳しくは、館内チラシ、HP、フェイスブックなどでお知らせします。

『�絵本とおもちゃでゆっくり子育て』
柿
か き た

田��友
ともひろ

広：著　　マイルスタッフ：刊

　子育てもっと楽しみませんか？０歳から小学校
低学年までの絵本やおもちゃを写真付きで紹介。
子どもの発育に合わせたおもちゃや絵本の勧め方
や、大人も読んでほしい子育ての一冊も掲載して
います。子育ての参考にぜひ一冊いかがでしょう
か。

『世界のお祭り』
竹
たけなが

永��絵
え り

里：画　　河出書房新社：刊

　世界には変わったお祭りがいっぱい！お祭りに
はそれぞれの文化や歴史があり、よく知られてい
るスペインのトマト祭りやベルギーのネコ祭りま
で 46 カ国のお祭りをイラストでわかりやすく紹
介。使われている道具や衣装、お祭りに至った経
緯などちょっとした雑学もあり、大人も楽しめる
一冊です。

『ゆけ、シンフロ部！』
堀
ほりぐち

口��泰
たいせい

生：小説　　青
あ お き

木��俊
としなお

直：絵
学研プラス：刊

　“ おんせん県おおいた ” のＰＲ動画でおなじみ
のシンフロ部が小説化！「わたしでもシンフロが
できますか！かわりたいんです！」不慮の事故で
額に傷を負った内気な少女が嫌いな温泉で出会っ
たシンフロ。心惹かれてシンフロをしようと決意
するが…？温泉で行う新競技シンフロ部で奮闘す
る女子高生たちの汗と涙とお湯をかけ流す青春ス
トーリーです。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ４月３日（火）10時～ 15時
　� ５月１日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ４月 13 日（金）13時～ 16時
　� ５月 11日（金）13時～ 16時
　問合先� 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ４月 4日（水）15時 30分～ 17時
　� ５月２日（水）15時 30分～ 17時
　問合先� 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.19 にも掲載しています。
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町長室から
日出町長　本田 博文 第 12 回

　
暖
か
く
な
っ
て
桜
の
花
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

　
豊
岡
地
区
に
あ
る
魚
見
桜
は
、

『
ひ
こ
ば
え
』
が
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

今
年
は
魚
見
桜
を
愛
す
る
会
の
ご

努
力
で
、
魚
見
桜
ま
つ
り
が
６
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
桜
の
花
も
立
派
に
咲
い
て
、

久
し
ぶ
り
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
ご
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
再
び
日
出
町

の
観
光
地
の
１
つ
に
な
っ
て
多
く

の
桜
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
予
算
が
、
２
月
・

３
月
の
町
議
会
で
可
決
成
立
い
た

し
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
た
め
の
新

た
な
２
つ
の
施
策
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
は
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
に
、

自
動
車
に
代
わ
る
交
通
手
段
と
し

て
利
用
で
き
る
、
民
間
路
線
バ
ス

の
回
数
乗
車
券
な
ど
の
交
付
を
行

う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
事
情
が
あ
っ
て

ど
う
し
て
も
運
転
免
許
証
を
手
放

せ
な
い
方
へ
の
施
策
で
す
。

　
最
近
は
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違

い
に
よ
っ
て
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

よ
る
急
発
進
を
防
止
す
る
た
め
の

装
置
の
取
付
費
用
を
助
成
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
装
置

は
４
万
円
余
り
の
費
用
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
を

助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す
（
な

お
、
上
限
は
２
万
円
で
す
）。
　

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
い
ず
れ
も

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

亘
理
町
合
同
追
悼
式
に
つ
い
て

　
去
る
３
月
11
日
、
日
出
町
の
友

好
都
市
で
あ
る
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
を

訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
７
周
年

の
亘
理
町
合
同
追
悼
式
に
出
席
し

て
き
ま
し
た
。
追
悼
式
は
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
列
さ
れ
る

な
か
で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
献
花
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

震
災
で
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
御

霊
に
対
し
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
共
に
、
安
ら
か
な
ご
冥
福

と
町
の
早
期
の
復
興
完
遂
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
が
亘
理
町
を
訪
問
す
る
の
は

初
め
て
で
し
た
の
で
、
役
場
職
員

の
方
が
、
被
災
し
た
現
地
で
当
時

の
写
真
と
見
比
べ
な
が
ら
町
の
復

興
の
様
子
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
荒

浜
漁
港
は
、
魚
市
場
や
漁
具
倉
庫

な
ど
の
共
同
利
用
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
て
、
震
災
直
後
の
様
子
と

は
一
変
し
て
い
ま
し
た
。
漁
獲
量

も
震
災
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し

た
と
の
こ
と
で
、
漁
港
内
の
直
売

所
で
あ
る
『
鳥
の
海
ふ
れ
あ
い
市

場
』
は
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
亘
理
町
は
、
震
災
前
は

隣
の
山
元
町
と
と
も
に
東
北
一
の

い
ち
ご
生
産
高
を
誇
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ち
ご
団
地
が
海
岸
地
域

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
津
波
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
亘
理
町
に
２
５
１
あ
っ

た
い
ち
ご
生
産
農
家
世
帯
数
は

１
２
０
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

町
は
、
地
域
全
体
の
農
業
振
興
の

た
め
に
は
、
い
ち
ご
生
産
の
復
活

が
重
要
と
考
え
、
最
新
設
備
を
備

え
た
ハ
ウ
ス
団
地
を
整
備
し
ま
し

た
。
ハ
ウ
ス
の
見
学
を
し
ま
し
た

が
、従
前
の
土
耕
栽
培
か
ら
、立
っ

て
作
業
が
で
き
る
高
設
ベ
ン
チ
方

式
に
変
え
た
こ
と
で
作
業
効
率
が

ア
ッ
プ
し
、
生
産
農
家
が
減
っ
た

今
で
も
震
災
前
の
８
割
の
出
荷
が

で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
復
興
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
様
子
を
拝
見
し
て
役

場
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
亘
理
町

の
皆
さ
ん
の
復
興
へ
の
努
力
と
た

く
ま
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
帰
町
す
る
日
の
朝
、
お
別
れ
の

ご
挨
拶
を
す
る
た
め
に
役
場
を
訪

れ
た
際
は
、
齋
藤
町
長
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
職
員
の
方
々
が
出
迎

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
役
場
に

近
づ
い
た
と
き
、
太
鼓
の
音
が
聞

こ
え
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
何
の

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
獅
子
舞
を
舞
っ
て

の
歓
迎
で
し
た
。
そ
の
獅
子
舞
の

獅
子
頭
は
川
崎
地
区
で
彫
刻
工
房

を
さ
れ
て
い
た
故
山
村
恭
彦
氏
が

亘
理
町
に
贈
っ
た
も
の
で
、
大
切

に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
齋
藤
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

場
幹
部
の
皆
さ
ま
と
再
会
を
約
束

し
て
役
場
を
後
に
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
友
好
都
市
と
し
て
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
く
と
共
に
、
こ

の
関
係
を
通
し
て
互
い
の
発
展
に

努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
訪
問
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者
、
知

的
障
が
い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い

た
バ
ス
の
運
賃
割
引
制
度
が
精
神

障
が
い
者
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
（
日
）

■
対
象
者

○�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方

○
同
手
帳
（
一
級
）
を
お
持
ち
の
方

　
の
介
護
人

※�

本
人
確
認
の
た
め
、
手
帳
に
写

真
の
貼
り
付
け
が
必
要
で
す
。

■
割
引
内
容

○
普
通
運
賃
５
割
引

○
定
期
券
３
割
引

※�

詳
細
は
各
バ
ス
会
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
バ
ス
会
社
　
問
合
先

○
大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
０
０
０

○
大
分
交
通
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
７
４
５
５

○
亀
の
井
バ
ス
㈱

☎
０
９
７
７
‐
２
５
‐
１
６
６
８

○
日
田
バ
ス
㈱

☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
７
１
０
５

■
問
合
先

　
県
障
害
福
祉
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
３
３

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

バ
ス
運
賃
割
引
の
実
施
に

つ
い
て

　
上
の
詩
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も

掲
載
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
谷
川
俊
太
郎

さ
ん
の
詩
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
の
一
つ
ひ
と
つ
の

こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、『
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
』
は
、
五
感
を
通
し
て
自

然
を
感
じ
、
美
し
い
も
の
に
感
動
し
、

現
実
を
見
つ
め
、
誤
っ
た
こ
と
を
見
抜

き
、
命
あ
る
も
の
を
い
つ
く
し
み
、
人

を
愛
し
て
生
き
る
こ
と
だ
と
謳
っ
て
い

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
人
と
し
て
、
人
の

中
の
温
か
さ
（
ぬ
く
み
）
を
感
じ
な
が

ら
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
、
人
と

人
と
が
手
を
つ
な
ぎ
、『
他
者
を
愛
す

る
こ
と
』
で
、
い
の
ち
の
尊
厳
を
大
切

に
生
き
て
ゆ
く
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ
て

い
ま
す
。

　
谷
川
さ
ん
は
、
こ
の
詩
を
と
お
し

て
、
優
し
く
、
温
か
く
、
お
お
ら
か
に
、

そ
れ
で
い
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
背
筋
を
の

ば
し
て
、
瞳
を
あ
げ
て
生
き
て
い
く
よ

う
に
と
、
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
る
こ
の
４
月
、

　
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
あ
な
た
へ
、

　
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

『
手
を
つ
な
ぐ
っ
て
す
ば
ら
し
い
』

『
愛
す
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
』

『
生
き
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
』住

民
課
　
　

生
涯
学
習
課

こ
こ
ろ
の
ま
ど

『
生
き
る
』

　
　
　
　
　
　
　�������

谷
川�

俊
太
郎

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
　

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

そ
れ
は
の
ど
が
か
わ
く
と
い
う
こ
と

木
も
れ
陽
が
ま
ぶ
し
い
と
い
う
こ
と

ふ
っ
と
或
る
メ
ロ
デ
ィ
を
思
い
出
す

と
い
う
こ
と

く
し
ゃ
み
を
す
る
こ
と
　

あ
な
た
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
と

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

そ
れ
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
　
　

そ
れ
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

そ
れ
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
　

そ
れ
は
ピ
カ
ソ

そ
れ
は
ア
ル
プ
ス

す
べ
て
の
美
し
い
も
の
に
出
会
う
と

い
う
こ
と

そ
し
て
　

か
く
さ
れ
た
悪
を
注
意
深
く
こ
ば
む

こ
と

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

泣
け
る
と
い
う
こ
と
　
　

笑
え
る
と
い
う
こ
と

怒
れ
る
と
い
う
こ
と
　
　

自
由
と
い
う
こ
と

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
遠
く
で
犬
が
吠
え
る
と
い
う
こ
と

い
ま
地
球
が
廻
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
ど
こ
か
で
産
声
が
あ
が
る
と
い

う
こ
と

い
ま
ど
こ
か
で
兵
士
が
傷
つ
く
と
い

う
こ
と

い
ま
ぶ
ら
ん
こ
が
ゆ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と

い
ま
い
ま
が
過
ぎ
て
ゆ
く
こ
と

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

鳥
は
は
ば
た
く
と
い
う
こ
と
　

海
は
と
ど
ろ
く
と
い
う
こ
と

か
た
つ
む
り
は
は
う
と
い
う
こ
と

人
は
愛
す
る
と
い
う
こ
と
　

あ
な
た
の
手
の
ぬ
く
み

い
の
ち
と
い
う
こ
と

田
中�

和
雄�

編
『
ポ
ケ
ッ
ト
詩
集
Ⅱ
』

（
童
話
屋
）
よ
り

新
し
い
一
歩
を

　踏
み
出
す
あ
な
た
へ
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暖
か
く
な
っ
て
桜
の
花
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

　
豊
岡
地
区
に
あ
る
魚
見
桜
は
、

『
ひ
こ
ば
え
』
が
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

今
年
は
魚
見
桜
を
愛
す
る
会
の
ご

努
力
で
、
魚
見
桜
ま
つ
り
が
６
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
桜
の
花
も
立
派
に
咲
い
て
、

久
し
ぶ
り
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
ご
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
再
び
日
出
町

の
観
光
地
の
１
つ
に
な
っ
て
多
く

の
桜
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
予
算
が
、
２
月
・

３
月
の
町
議
会
で
可
決
成
立
い
た

し
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
た
め
の
新

た
な
２
つ
の
施
策
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
は
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
に
、

自
動
車
に
代
わ
る
交
通
手
段
と
し

て
利
用
で
き
る
、
民
間
路
線
バ
ス

の
回
数
乗
車
券
な
ど
の
交
付
を
行

う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
事
情
が
あ
っ
て

ど
う
し
て
も
運
転
免
許
証
を
手
放

せ
な
い
方
へ
の
施
策
で
す
。

　
最
近
は
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違

い
に
よ
っ
て
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

よ
る
急
発
進
を
防
止
す
る
た
め
の

装
置
の
取
付
費
用
を
助
成
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
装
置

は
４
万
円
余
り
の
費
用
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
を

助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す
（
な

お
、
上
限
は
２
万
円
で
す
）。
　

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
い
ず
れ
も

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

亘
理
町
合
同
追
悼
式
に
つ
い
て

　
去
る
３
月
11
日
、
日
出
町
の
友

好
都
市
で
あ
る
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
を

訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
７
周
年

の
亘
理
町
合
同
追
悼
式
に
出
席
し

て
き
ま
し
た
。
追
悼
式
は
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
列
さ
れ
る

な
か
で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
献
花
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

震
災
で
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
御

霊
に
対
し
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
共
に
、
安
ら
か
な
ご
冥
福

と
町
の
早
期
の
復
興
完
遂
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
が
亘
理
町
を
訪
問
す
る
の
は

初
め
て
で
し
た
の
で
、
役
場
職
員

の
方
が
、
被
災
し
た
現
地
で
当
時

の
写
真
と
見
比
べ
な
が
ら
町
の
復

興
の
様
子
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
荒

浜
漁
港
は
、
魚
市
場
や
漁
具
倉
庫

な
ど
の
共
同
利
用
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
て
、
震
災
直
後
の
様
子
と

は
一
変
し
て
い
ま
し
た
。
漁
獲
量

も
震
災
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し

た
と
の
こ
と
で
、
漁
港
内
の
直
売

所
で
あ
る
『
鳥
の
海
ふ
れ
あ
い
市

場
』
は
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
亘
理
町
は
、
震
災
前
は

隣
の
山
元
町
と
と
も
に
東
北
一
の

い
ち
ご
生
産
高
を
誇
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ち
ご
団
地
が
海
岸
地
域

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
津
波
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
亘
理
町
に
２
５
１
あ
っ

た
い
ち
ご
生
産
農
家
世
帯
数
は

１
２
０
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

町
は
、
地
域
全
体
の
農
業
振
興
の

た
め
に
は
、
い
ち
ご
生
産
の
復
活

が
重
要
と
考
え
、
最
新
設
備
を
備

え
た
ハ
ウ
ス
団
地
を
整
備
し
ま
し

た
。
ハ
ウ
ス
の
見
学
を
し
ま
し
た

が
、従
前
の
土
耕
栽
培
か
ら
、立
っ

て
作
業
が
で
き
る
高
設
ベ
ン
チ
方

式
に
変
え
た
こ
と
で
作
業
効
率
が

ア
ッ
プ
し
、
生
産
農
家
が
減
っ
た

今
で
も
震
災
前
の
８
割
の
出
荷
が

で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
復
興
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
様
子
を
拝
見
し
て
役

場
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
亘
理
町

の
皆
さ
ん
の
復
興
へ
の
努
力
と
た

く
ま
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
帰
町
す
る
日
の
朝
、
お
別
れ
の

ご
挨
拶
を
す
る
た
め
に
役
場
を
訪

れ
た
際
は
、
齋
藤
町
長
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
職
員
の
方
々
が
出
迎

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
役
場
に

近
づ
い
た
と
き
、
太
鼓
の
音
が
聞

こ
え
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
何
の

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
獅
子
舞
を
舞
っ
て

の
歓
迎
で
し
た
。
そ
の
獅
子
舞
の

獅
子
頭
は
川
崎
地
区
で
彫
刻
工
房

を
さ
れ
て
い
た
故
山
村
恭
彦
氏
が

亘
理
町
に
贈
っ
た
も
の
で
、
大
切

に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
齋
藤
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

場
幹
部
の
皆
さ
ま
と
再
会
を
約
束

し
て
役
場
を
後
に
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
友
好
都
市
と
し
て
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
く
と
共
に
、
こ

の
関
係
を
通
し
て
互
い
の
発
展
に

努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
訪
問
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
身
体
障
が
い
者
、
知

的
障
が
い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い

た
バ
ス
の
運
賃
割
引
制
度
が
精
神

障
が
い
者
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
（
日
）

■
対
象
者

○�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方

○
同
手
帳
（
一
級
）
を
お
持
ち
の
方

　
の
介
護
人

※�

本
人
確
認
の
た
め
、
手
帳
に
写

真
の
貼
り
付
け
が
必
要
で
す
。

■
割
引
内
容

○
普
通
運
賃
５
割
引

○
定
期
券
３
割
引

※�

詳
細
は
各
バ
ス
会
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
バ
ス
会
社
　
問
合
先

○
大
分
バ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
０
０
０

○
大
分
交
通
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
７
４
５
５

○
亀
の
井
バ
ス
㈱

☎
０
９
７
７
‐
２
５
‐
１
６
６
８

○
日
田
バ
ス
㈱

☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
７
１
０
５

■
問
合
先

　
県
障
害
福
祉
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
３
３

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

バ
ス
運
賃
割
引
の
実
施
に

つ
い
て

　
上
の
詩
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も

掲
載
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
谷
川
俊
太
郎

さ
ん
の
詩
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
の
一
つ
ひ
と
つ
の

こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、『
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
』
は
、
五
感
を
通
し
て
自

然
を
感
じ
、
美
し
い
も
の
に
感
動
し
、

現
実
を
見
つ
め
、
誤
っ
た
こ
と
を
見
抜

き
、
命
あ
る
も
の
を
い
つ
く
し
み
、
人

を
愛
し
て
生
き
る
こ
と
だ
と
謳
っ
て
い

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
人
と
し
て
、
人
の

中
の
温
か
さ
（
ぬ
く
み
）
を
感
じ
な
が

ら
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
、
人
と

人
と
が
手
を
つ
な
ぎ
、『
他
者
を
愛
す

る
こ
と
』
で
、
い
の
ち
の
尊
厳
を
大
切

に
生
き
て
ゆ
く
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ
て

い
ま
す
。

　
谷
川
さ
ん
は
、
こ
の
詩
を
と
お
し

て
、
優
し
く
、
温
か
く
、
お
お
ら
か
に
、

そ
れ
で
い
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
背
筋
を
の

ば
し
て
、
瞳
を
あ
げ
て
生
き
て
い
く
よ

う
に
と
、
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
る
こ
の
４
月
、

　
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
あ
な
た
へ
、

　
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

『
手
を
つ
な
ぐ
っ
て
す
ば
ら
し
い
』

『
愛
す
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
』

『
生
き
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
』住

民
課
　
　

生
涯
学
習
課

こ
こ
ろ
の
ま
ど

『
生
き
る
』

　
　
　
　
　
　
　�������

谷
川�

俊
太
郎

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
　

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

そ
れ
は
の
ど
が
か
わ
く
と
い
う
こ
と

木
も
れ
陽
が
ま
ぶ
し
い
と
い
う
こ
と

ふ
っ
と
或
る
メ
ロ
デ
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　これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその家族の方を対象
に、妊娠・出産・育児についての知識や関心を深めるための教
室を開催します。ぜひ、この機会にご家族の方とご一緒に参加
してみませんか。参加をご希望の方は、下記期限までにお申し
込みください。

■日時　５月 19 日（土）　10 時～ 12 時 15 分
　　　　※９時 50 分までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■持ってくるもの
　母子健康手帳、筆記用具、ハンドタオル
※楽な服装でお越しください。
■申込期限　５月９日（水）�
■テーマ　�赤ちゃんを迎えるための心の準備のお話、赤ちゃん

のお風呂の入れ方、妊婦体験、赤ちゃんのためのわ
らべ唄と読み聞かせ　など

■申込・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※�当日連絡される場合は、保健福祉センター☎ 73-1337 へ
　おかけください。

両親学級

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。お気軽にお越しください。
※４月から毎月第１水曜日、第３木曜日に変更となりました。
○４月 19 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろばHiCaLi 多目的室
○５月２日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～５月の休日当番医～
� 3日�日出児玉病院� 72-2724
� 4日�吉岡内科医院� 73-2787�
� 5日�鈴木病院� 73-2131
� 6日�サンライズ酒井病院�72-2266
13日��酒井医院� 72-2624
20日�日出児玉病院� 72-2724
27日�矢野小児科医院� 72-1011

4 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●季節の折り紙教室【端午の節句】
　4月14日（土）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●簡単エクササイズ教室
　4月17日（火）13時～14時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●あみもの教室（エコたわしほか）
　4月20日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）

※いずれも事前の申込が必要です。

【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

～４月の休日当番医～
� 1日�てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ� 28-0870
� 8日�金田耳鼻咽喉科医院� 28-0810�
15日��江本眼科� 28-1700
�22日�松本整形外科ｸﾘﾆｯｸ� 73-2775
29日�さくら医院（皮膚科）�28-0777
30日�こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ� 73-0077

救命講習を受講しませんか？
　杵築速見消防組合では、毎月９日に、一般市民向けの救命講
習を実施しています（事前の申込が必要）。
■講習内容　�救命講習Ⅰ（３時間）、救命講習Ⅱ（４時間）、
　　　　　　救命講習Ⅲ（３時間）
■場所　杵築速見消防組合消防本部（杵築市）
※日出消防署でも受講できる場合あり。詳しくはご相談ください。
■問合先　杵築速見消防組合　☎ 0978-62-4341

こころの相談会
　完全予約制の個別相談（１時間程度）です。日出町に住民票
がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守します。
※相談日の２日前までに、お申し込みください。

■日時
　４月４日（水）、５月９日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
■場所　保健福祉センター
■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126

　里親とは、様々な事情により家庭で暮らすことができない子
どもを家族の一員として迎え、あたたかな雰囲気の中で豊かな
愛情を持って、心身ともに健やかに育ててくださる方のことで
す。
　養育をお願いする期間は数日間から数年間まで様々です。
　大分県では広く里親を募集しています。
　関心のある方は、ぜひ里親募集説明会にお越しください。

■日時　　５月 28 日（月）14：00 ～ 16：00
■場所　　日出町保健福祉センター　研修室
■問合先　大分県中央児童相談所（里親担当）
　　　　　☎ 097-544-2016

里親募集説明会のご案内
～里親になりませんか？～

日出町地域子育て支援センター

　H
は ぐ

UG くみ ４月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　４月９日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：田中秀征氏
　　　（大分県発達障がい者支援センター ECOAL 副センター長）
　　�日々の子育ての中で『なんだか気になること』はありません

か？不安の多い子育て、ひとりで抱え込まずに専門家に相談
してみませんか？

（協力：つむぐ）

②　歯科衛生士相談日
　　　４月 19 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田良子（歯科衛生士）
　　�大切なお子さんの歯について気になる些細なことを気軽に相

談しませんか？

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　4/9(月) ･5/7(月)10時30分～
●  ママのお部屋（要申込･400円）
　デコパージョでリメイク缶づくり　
　4/19(木) 10時~12時
●すくすく☆成長の記録
　身長体重が測れます
　4/23(月) 10時~12時
●スマイル子育て相談会（中央公民館）
　4/26(木) 10時30分~12時
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 4/12(木)･18(水)･25 (水)
 2歳児 4/13･20･27(金)
 3～5歳児 4/10･17･24 (火)
※ はじめての方も大歓迎です。

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● 子連れdeヨガ	(子育て中ママ･要申込･300
円)　4/2(月)･16(月)11時～12時

● 親子リトミック教室	
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　4/3(火)11時～12時
● マタニティ・ヨガ	(妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　4/4(水)･18(水) 11時～12時
● 産後deヨガ	(産後1年以内ママと赤ちゃん

･要申込･300円･バスタオル持参)
　4/9(月)･23(月)11時～12時
● えいごであそぼ！Peek-a-boo
　4/11(水) 11時～11時30分
● たのしい絵本の読み聞かせ	(乳幼児)
　4/20(金) 11時15分～11時45分
● マタニティハンドメイド
　『てづくりスタイをつくろう！』	
　	(妊娠中の方･要申込･300円)
　4/24(火) 10時～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　4/25(水) 10時30分～12時
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献血の実施について

　日出町役場にて、献血を実施します。
　病気やけがなどで輸血を必要としている多くの
患者さんの生命が、献血により救われています。
医学が進歩した現在においても、血液は人工的に
造ることができません。また、輸血用血液は長期
間の保存もできません。
　輸血療法を行うためには、健康な方の定期的な
ご協力が欠かせません。皆さまのあたたかいご協
力をお願いいたします。
　また、献血の実施に伴い、当日は旧館玄関前の
身体障害者用駐車場はご利用になれません。お手
数をおかけしますが、利用者の方は公用車駐車場
内にある身体障害者用駐車場をご利用いただき、
エレベーターで庁舎へお上がりください。
　なお、受付は新館町民ホールにて行います。

■日時　４月 25 日（水）９時 30 分～ 16 時
■場所　日出町役場　新館１階　町民ホール
■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

たくさんの人に
きてほしいっち！

≪当日の身体障害者用駐車場変更のお知らせ≫

ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

～調理で行う節塩方法～　　うま塩ひじき（食塩相当量	１人分あたり１g）

　醤油の半分の量をトマトケチャップに置き換えると、
おいしく 33％減塩できます。

≪材料（２人分）≫
乾燥ひじき（10 ｇ）・にんじん（25 ｇ）・油揚げ（25
ｇ）・ゆでた枝豆（15 ｇ）・干し椎茸（４ｇ）・サラ
ダ油（大さじ１/２）・だし汁（100cc）・砂糖（小さ
じ２）・本みりん（小さじ１･１/ ２）・酒（大さじ１）・
しょうゆ（小さじ１・１/２弱）・トマトケチャップ（小
さじ１･１/ ２）

≪作り方≫
①乾燥ひじき、干ししいたけを水につけて戻す。
②�にんじん、油揚げ、しいたけは食べやすい大きさの
細切りにする。
③�フライパンにサラダ油をひき、にんじんとしいたけ
を炒める。
④ひじき、油揚げ、枝豆を加えてさらに炒める。
⑤�調味料を入れて、落としぶたをして煮汁がなくなる
くらいまで煮詰める。

※通常レシピの食塩相当量　１人分あたり 2.5g

※このうま塩レシピは、大分県のHPに掲載されています。

●家庭児童・母子婦人相談

　相談先� 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談

　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり
障がい者生活支援センター　

� ☎ 75-7020

　相談先� 児童発達支援センター『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談

　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●障がいのある方の『親なきあと相談室』

　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時

　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料

　※事前の申込が必要です

●高齢者総合相談

　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会

　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）

　場所　　保健福祉センター
　日時　　４月４日（水）
　　　　　５月９日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室

　日時　　４月 20日（金）10時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

※定期相談は P.13 にも掲載しています。

　４月・５月に実施される乳幼児健診予定についてお知ら
せします。対象の方には３週間前頃に郵送で案内が届きま
す。

■４か月児健診　受付：13 時～ 13 時 30 分　
　実施日：４月 19 日（木）（対象：平成 29 年 12 月生）
　実施日：５月 17 日（木）（対象：平成 30 年�1 月生）

■のびのび育児相談　受付：9時 30 分～ 10 時
　実施日：４月 25 日（水）（対象：平成 29 年 9月生）
　実施日：５月 23 日（水）（対象：平成 29 年 10 月生）

■１歳６か月児健診�　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：５月 10 日（木）（対象：平成 28 年 10･11 月生）

■２歳児歯科検診　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：５月 24 日（木）（対象：平成 28 年 1･2 月生）

■３歳６か月児健診　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：４月 12 日（木）（対象：平成 26 年 9･10 月生）

■５歳児相談会
　実施日：５月 31 日（木）（対象：平成 25 年 4･5･6 月生）

※実施場所はいずれも保健福祉センターです。
※健診予定は町HPでも公開しています。

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

４・５月の乳幼児健診の予定

定 期 相 談　 ②

　人権問題などの相談を無料で承っています。お気軽にご
相談ください。　

無料人権相談

【来所での相談】
■相談先
　大分地方法務局　杵築支局
■相談員　人権擁護委員
■相談日時
　毎週木曜日　９時～ 16 時　

【電話での相談】
■みんなの人権 110 番
☎ 0570-003-110

■問合先
　大分地方法務局　杵築支局
☎ 0978-62-2271

心の健康・物忘れ相談
　専門医師および保健師が認知症や精神保健福祉に
関する相談に応じます。毎月第２火曜日実施。前週
までに予約が必要です。
■相談日時　４月 10 日（火）15 時 30 分～
■�場所　県東部保健所
■問合先　県東部保健所　☎ 67-2511
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献血の実施について

　日出町役場にて、献血を実施します。
　病気やけがなどで輸血を必要としている多くの
患者さんの生命が、献血により救われています。
医学が進歩した現在においても、血液は人工的に
造ることができません。また、輸血用血液は長期
間の保存もできません。
　輸血療法を行うためには、健康な方の定期的な
ご協力が欠かせません。皆さまのあたたかいご協
力をお願いいたします。
　また、献血の実施に伴い、当日は旧館玄関前の
身体障害者用駐車場はご利用になれません。お手
数をおかけしますが、利用者の方は公用車駐車場
内にある身体障害者用駐車場をご利用いただき、
エレベーターで庁舎へお上がりください。
　なお、受付は新館町民ホールにて行います。

■日時　４月 25 日（水）９時 30 分～ 16 時
■場所　日出町役場　新館１階　町民ホール
■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

たくさんの人に
きてほしいっち！

≪当日の身体障害者用駐車場変更のお知らせ≫

ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

～調理で行う節塩方法～　　うま塩ひじき（食塩相当量	１人分あたり１g）

　醤油の半分の量をトマトケチャップに置き換えると、
おいしく 33％減塩できます。

≪材料（２人分）≫
乾燥ひじき（10 ｇ）・にんじん（25 ｇ）・油揚げ（25
ｇ）・ゆでた枝豆（15 ｇ）・干し椎茸（４ｇ）・サラ
ダ油（大さじ１/２）・だし汁（100cc）・砂糖（小さ
じ２）・本みりん（小さじ１･１/ ２）・酒（大さじ１）・
しょうゆ（小さじ１・１/２弱）・トマトケチャップ（小
さじ１･１/ ２）

≪作り方≫
①乾燥ひじき、干ししいたけを水につけて戻す。
②�にんじん、油揚げ、しいたけは食べやすい大きさの
細切りにする。
③�フライパンにサラダ油をひき、にんじんとしいたけ
を炒める。
④ひじき、油揚げ、枝豆を加えてさらに炒める。
⑤�調味料を入れて、落としぶたをして煮汁がなくなる
くらいまで煮詰める。

※通常レシピの食塩相当量　１人分あたり 2.5g

※このうま塩レシピは、大分県のHPに掲載されています。

●家庭児童・母子婦人相談

　相談先� 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談

　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり
障がい者生活支援センター　

� ☎ 75-7020

　相談先� 児童発達支援センター『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談

　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●障がいのある方の『親なきあと相談室』

　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時

　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料

　※事前の申込が必要です

●高齢者総合相談

　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会

　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）

　場所　　保健福祉センター
　日時　　４月４日（水）
　　　　　５月９日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室

　日時　　４月 20日（金）10時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

※定期相談は P.13 にも掲載しています。

　４月・５月に実施される乳幼児健診予定についてお知ら
せします。対象の方には３週間前頃に郵送で案内が届きま
す。

■４か月児健診　受付：13 時～ 13 時 30 分　
　実施日：４月 19 日（木）（対象：平成 29 年 12 月生）
　実施日：５月 17 日（木）（対象：平成 30 年�1 月生）

■のびのび育児相談　受付：9時 30 分～ 10 時
　実施日：４月 25 日（水）（対象：平成 29 年 9月生）
　実施日：５月 23 日（水）（対象：平成 29 年 10 月生）

■１歳６か月児健診�　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：５月 10 日（木）（対象：平成 28 年 10･11 月生）

■２歳児歯科検診　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：５月 24 日（木）（対象：平成 28 年 1･2 月生）

■３歳６か月児健診　受付：13 時～ 13 時 30 分
　実施日：４月 12 日（木）（対象：平成 26 年 9･10 月生）

■５歳児相談会
　実施日：５月 31 日（木）（対象：平成 25 年 4･5･6 月生）

※実施場所はいずれも保健福祉センターです。
※健診予定は町HPでも公開しています。

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

４・５月の乳幼児健診の予定

定 期 相 談　 ②

　人権問題などの相談を無料で承っています。お気軽にご
相談ください。　

無料人権相談

【来所での相談】
■相談先
　大分地方法務局　杵築支局
■相談員　人権擁護委員
■相談日時
　毎週木曜日　９時～ 16 時　

【電話での相談】
■みんなの人権 110 番
☎ 0570-003-110

■問合先
　大分地方法務局　杵築支局
☎ 0978-62-2271

心の健康・物忘れ相談
　専門医師および保健師が認知症や精神保健福祉に
関する相談に応じます。毎月第２火曜日実施。前週
までに予約が必要です。
■相談日時　４月 10 日（火）15 時 30 分～
■�場所　県東部保健所
■問合先　県東部保健所　☎ 67-2511
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　肺炎球菌は主に気道の分泌物に含まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、敗血症
などの重い合併症を引き起こすことがあります。肺炎はわが国の死亡原因の第３位となっていますが、一般
に細菌によって生じる肺炎のうち１/４から１/３は肺炎球菌が原因と考えられています。肺炎球菌ワクチン
を接種することで、肺炎の予防や肺炎にかかっても重症化を防ぐ効果が期待されます。　

■ 平成 30 年度の助成対象者

①�町内にお住まいで、平成 30 年度中に次の年齢になる方（※今年度のみ対象です。平成 31 年度以降は、
年度中に 65 歳になる方のみ）

65 歳 昭和 28 年４月２日～昭和 29 年４月１日までに生まれた方
70 歳 昭和 23 年４月２日～昭和 24 年４月１日までに生まれた方
75 歳 昭和 18 年４月２日～昭和 19 年４月１日までに生まれた方
80 歳 昭和 13 年４月２日～昭和 14 年４月１日までに生まれた方
85 歳 昭和８年４月２日～昭和�９年４月１日までに生まれた方
90 歳 昭和３年４月２日～昭和�４年４月１日までに生まれた方
95 歳 大正 12 年４月２日～大正 13 年４月１日までに生まれた方
100 歳 大正７年４月２日～大正８年４月１日までに生まれた方

実施医療機関名 予約 電話番号 接種日や時間など

　大石内科医院 不要 ☎ 72-2121

　こうまつ循環器科内科クリニック 要 ☎ 73-0077 �月～水・金の 16 時 30 分～ 17 時 30 分

　酒井医院 要 ☎ 72-2624

　サンライズ酒井病院 要 ☎ 72-2266 �

　鈴木病院 要 ☎ 73-2131

　日出児玉病院 要 ☎ 72-2724

　日出中央医院 要 ☎ 72-2534

　吉岡内科医院 要 ☎ 73-2787

②�町内にお住まいの 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能に障がいを有する方（身体障害者手帳１級相当の方）

■ 実施医療機関　※�町外医療機関（県内に限る）で予防接種を受ける場合は、事前に医療機関へお問い合わ
せください。

【町内の実施医療機関】

平成30年度	高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
■�問合先　�健康増進課�長寿健康係　☎ 73-3130

■ 実施期間� 平成 30 年４月１日（日）～平成 31 年３月 31 日（日）

■ 接種回数� １回

■ 自己負担額� 2,000 円（※生活保護者は０円）

■ 持っていくもの� ①健康保険証や運転免許証など、氏名や住所、年齢が確認できるもの
� ②身体障害者手帳または医師の証明書（※助成対象者の②に該当する方のみ）

� ③�生活保護受給者であることを証明できるもの（※県東部保健所地域福祉室で生活保護

の決定を受けている場合は、町福祉対策課で交付する診療依頼書）

■ 対象とならない方
過去に 23 価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある方（※定期の予防接種では、再接種が認めら
れていません）

監�査�結�果�の�公�表
　地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第４項及び第７項の規定に基づき、平成 29年度定期監査及び
財政援助団体の監査を実施しましたので、同条第９項の規定により、その結果を公表します。

　定期監査として、年次計画に
基づき平成 29年 11 月９日より
平成 30年１月 24日まで町長部
局、教育委員会部局の各課、議会、
農業委員会等の各事務局、抽出
による小学校１校、幼稚園１園、
中学校１校及び施工中の工事を
対象に監査を行いました。
　平成 29 年度における財務に
関する事務・事業が予算及び関
係法令等に基づき適正で効率的
に執行されているかを着眼点と
し、関係資料及び諸帳簿のほか、
関係書類の提出を求め、担当職
員からの説明聴取により実施し
ました。また、現地監査では現
場確認並びに学校長、各関係職
員の立会による施設の運営、管
理状況を、工事の実施検査では
現場において工事状況等につい
ての説明を聴取しました。
　関係諸帳簿等を照合確認した
結果、歳入・歳出ともに、予算
及び関係法令等に基づき正当な
手続きにより執行され、概ね適
正に処理されていると認められ
るところですが、一部不適当な
処理が認められ、指摘するとと
もに是正を求め、併せて指導、
要望をしたところであります。
　町長部局では、総務課に、ふ
れあいセンター及び地区公民館
の利活用につき、生涯学習課と

連携して地域活性化の観点から
検討するよう要望しました。
　財政課には、経費削減、入札
方法、セキュリティー対策等、
より効率的な電算システムの検
討と、公用車運転時の注意喚起
を要望しました。
　税務課には、生活困窮者に対
する生活再建型滞納整理の検討
を要望しました。
　教育委員会部局では、教育総
務課に南端小中学校の今後のあ
り方について、協議・検討を行い、
方向性を示すように求めました。
　小・中学校で使用する薬品に
ついては、十分な管理が行なわ
れていました。
　学校給食センターには、老朽
化による建替えを計画的かつ早
急に行うよう要望しました。
　生涯学習課には、地区公民館
事業の推進にあたり、総務課と
の連携を密に行うよう求めまし
た。
　文化振興室には、多額の事業
費を要する事業について、事業
効果の検証を必ず行うよう要望
しました。
　農業委員会事務局には、農地
中間管理事業の周知・啓発によ
り事業の有効活用をはかるよう
求めました。
　以上、各課等に指摘・指導・

要望し適正な事務処理を求めた
ところでありますが、財務及び
行政事務の執行状況は概ね良好
であると認めます。
　全体として、随意契約におけ
る契約理由の明確化・適正化、
予算執行状況の把握、補助金交
付の際は、繰越金等に留意し精
査すること、備品確認の定期的
な実施、を要望いたしました。
　財政援助団体監査として、日
出町シルバー人材センターにお
ける平成 29 年度の出納、その
他の事務の執行について、平成
29 年 11 月 24 日に往査を行い
ました。
　町からの補助金が交付目的に
従って適正かつ効率的に執行さ
れているか、また、財政援助に
係る出納経理その他の事務処理
が適正に行なわれているか等に
ついて、補助金等交付申請書及
び確定通知書をはじめ予算書、
決算書、実績報告書等、関係書
類の提出を求め、審査を行うと
ともに、担当職員から説明を聴
取しました。
　監査の結果、日出町シルバー
人材センターは、財政援助の目
的に従って適正に執行されてい
ることを認めました。

　　　平成 30年３月 23日� � � � 　　　日出町監査委員　　堀　　　寛　爾
� � � � � � � 　　　日出町監査委員　　安　部　三　郎
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　肺炎球菌は主に気道の分泌物に含まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、敗血症
などの重い合併症を引き起こすことがあります。肺炎はわが国の死亡原因の第３位となっていますが、一般
に細菌によって生じる肺炎のうち１/４から１/３は肺炎球菌が原因と考えられています。肺炎球菌ワクチン
を接種することで、肺炎の予防や肺炎にかかっても重症化を防ぐ効果が期待されます。　

■ 平成 30 年度の助成対象者

①�町内にお住まいで、平成 30 年度中に次の年齢になる方（※今年度のみ対象です。平成 31 年度以降は、
年度中に 65 歳になる方のみ）

65 歳 昭和 28 年４月２日～昭和 29 年４月１日までに生まれた方
70 歳 昭和 23 年４月２日～昭和 24 年４月１日までに生まれた方
75 歳 昭和 18 年４月２日～昭和 19 年４月１日までに生まれた方
80 歳 昭和 13 年４月２日～昭和 14 年４月１日までに生まれた方
85 歳 昭和８年４月２日～昭和�９年４月１日までに生まれた方
90 歳 昭和３年４月２日～昭和�４年４月１日までに生まれた方
95 歳 大正 12 年４月２日～大正 13 年４月１日までに生まれた方
100 歳 大正７年４月２日～大正８年４月１日までに生まれた方

実施医療機関名 予約 電話番号 接種日や時間など

　大石内科医院 不要 ☎ 72-2121

　こうまつ循環器科内科クリニック 要 ☎ 73-0077 �月～水・金の 16 時 30 分～ 17 時 30 分

　酒井医院 要 ☎ 72-2624

　サンライズ酒井病院 要 ☎ 72-2266 �

　鈴木病院 要 ☎ 73-2131

　日出児玉病院 要 ☎ 72-2724

　日出中央医院 要 ☎ 72-2534

　吉岡内科医院 要 ☎ 73-2787

②�町内にお住まいの 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能に障がいを有する方（身体障害者手帳１級相当の方）

■ 実施医療機関　※�町外医療機関（県内に限る）で予防接種を受ける場合は、事前に医療機関へお問い合わ
せください。

【町内の実施医療機関】

平成30年度	高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
■�問合先　�健康増進課�長寿健康係　☎ 73-3130

■ 実施期間� 平成 30 年４月１日（日）～平成 31 年３月 31 日（日）

■ 接種回数� １回

■ 自己負担額� 2,000 円（※生活保護者は０円）

■ 持っていくもの� ①健康保険証や運転免許証など、氏名や住所、年齢が確認できるもの
� ②身体障害者手帳または医師の証明書（※助成対象者の②に該当する方のみ）

� ③�生活保護受給者であることを証明できるもの（※県東部保健所地域福祉室で生活保護

の決定を受けている場合は、町福祉対策課で交付する診療依頼書）

■ 対象とならない方
過去に 23 価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある方（※定期の予防接種では、再接種が認めら
れていません）

監�査�結�果�の�公�表
　地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第４項及び第７項の規定に基づき、平成 29年度定期監査及び
財政援助団体の監査を実施しましたので、同条第９項の規定により、その結果を公表します。

　定期監査として、年次計画に
基づき平成 29年 11 月９日より
平成 30年１月 24日まで町長部
局、教育委員会部局の各課、議会、
農業委員会等の各事務局、抽出
による小学校１校、幼稚園１園、
中学校１校及び施工中の工事を
対象に監査を行いました。
　平成 29 年度における財務に
関する事務・事業が予算及び関
係法令等に基づき適正で効率的
に執行されているかを着眼点と
し、関係資料及び諸帳簿のほか、
関係書類の提出を求め、担当職
員からの説明聴取により実施し
ました。また、現地監査では現
場確認並びに学校長、各関係職
員の立会による施設の運営、管
理状況を、工事の実施検査では
現場において工事状況等につい
ての説明を聴取しました。
　関係諸帳簿等を照合確認した
結果、歳入・歳出ともに、予算
及び関係法令等に基づき正当な
手続きにより執行され、概ね適
正に処理されていると認められ
るところですが、一部不適当な
処理が認められ、指摘するとと
もに是正を求め、併せて指導、
要望をしたところであります。
　町長部局では、総務課に、ふ
れあいセンター及び地区公民館
の利活用につき、生涯学習課と

連携して地域活性化の観点から
検討するよう要望しました。
　財政課には、経費削減、入札
方法、セキュリティー対策等、
より効率的な電算システムの検
討と、公用車運転時の注意喚起
を要望しました。
　税務課には、生活困窮者に対
する生活再建型滞納整理の検討
を要望しました。
　教育委員会部局では、教育総
務課に南端小中学校の今後のあ
り方について、協議・検討を行い、
方向性を示すように求めました。
　小・中学校で使用する薬品に
ついては、十分な管理が行なわ
れていました。
　学校給食センターには、老朽
化による建替えを計画的かつ早
急に行うよう要望しました。
　生涯学習課には、地区公民館
事業の推進にあたり、総務課と
の連携を密に行うよう求めまし
た。
　文化振興室には、多額の事業
費を要する事業について、事業
効果の検証を必ず行うよう要望
しました。
　農業委員会事務局には、農地
中間管理事業の周知・啓発によ
り事業の有効活用をはかるよう
求めました。
　以上、各課等に指摘・指導・

要望し適正な事務処理を求めた
ところでありますが、財務及び
行政事務の執行状況は概ね良好
であると認めます。
　全体として、随意契約におけ
る契約理由の明確化・適正化、
予算執行状況の把握、補助金交
付の際は、繰越金等に留意し精
査すること、備品確認の定期的
な実施、を要望いたしました。
　財政援助団体監査として、日
出町シルバー人材センターにお
ける平成 29 年度の出納、その
他の事務の執行について、平成
29 年 11 月 24 日に往査を行い
ました。
　町からの補助金が交付目的に
従って適正かつ効率的に執行さ
れているか、また、財政援助に
係る出納経理その他の事務処理
が適正に行なわれているか等に
ついて、補助金等交付申請書及
び確定通知書をはじめ予算書、
決算書、実績報告書等、関係書
類の提出を求め、審査を行うと
ともに、担当職員から説明を聴
取しました。
　監査の結果、日出町シルバー
人材センターは、財政援助の目
的に従って適正に執行されてい
ることを認めました。

　　　平成 30年３月 23日� � � � 　　　日出町監査委員　　堀　　　寛　爾
� � � � � � � 　　　日出町監査委員　　安　部　三　郎

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
　
６
月
24
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　�

試
験
種
類
に
よ
っ
て
会
場
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
の
配
布
　

○�

大
分
市
消
防
局
・
県
下
各
消

防
本
部

○
県
消
防
保
安
室

○�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

▼
願
書
受
付
期
間

○�

電
子
申
請
　
４
月
10
日（
火
）

　
～
４
月
23
日
（
月
）

○
書
面
申
請
　
４
月
13
日（
金
）

　
～
４
月
26
日
（
木
）

▼�

問
合
・
申
請
先
　
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
試
験
準

備
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

　�

科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

募��

集

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　�

講
習
の
１
週
間
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
乙
種
】

▼
日
時

○
法
令
　
５
月
12
日
（
土
）

○
物
理
化
学
　
５
月
13
日（
日
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分

～
16
時
30
分

▼�
場
所

　�

あ
す
・
べ
っ
ぷ
（
別
府
市
）

【
甲
種
】

○
物
理
化
学
　
５
月
９
日（
水
）

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

【
模
擬
試
験
】

▼
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

＊�

乙
種
第
４
類
を
受
講
さ
れ
た

方
に
限
り
、
申
込
は
受
講
当

日
に
な
り
ま
す
。

▼�

申
込
・
問
合
先

　�

速
見
郡
杵
築
市
危
険
物
安
全

協
会
（
杵
築
速
見
消
防
組
合

内
）

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
４
３
２
８

前
記
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の

　区の境界付近などで、お住まいの地区と異なる収集曜日に出されていた方は、これまでの収集地域を
もとに表をご確認ください。収集曜日がご不明な場合は、問合先までご連絡ください。
　皆さまには慣れるまでの間ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をいただきますようお願いいた
します。
　なお、地域によっては、収集曜日変更の有無に関わらず、これまでの回収時間と前後することがあり
ます。これまでどおり、ごみは収集日の朝８時 30分までにお出しください。

お間違えのないようご注意ください！
一部地域でもやすごみの収集曜日が変更になっています。

収集曜日変更地区 4 月 1日から
南端 全区 火・金

豊岡
長野、団地東、団地西、団地南、団地北、中の二、
『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より山側 月・木

『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より海側 火・金
日出 尾久保 月・木

藤原
東部、西部、中部、自然郷、南部 ( 国道 10号より西側 ) 火・金
一北、赤松 火・金

川崎 宗行、則次、辻の尾、成行、内野 水・土

■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を

公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制

度
で
す
。

▼�

受
付
期
間
　
４
月
４
日

（
水
）
～
17
日
（
火
）

※�

検
定
職
種
な
ど
詳
細
は
、
受

検
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※�

申
請
書
・
受
検
案
内
は
、
商

工
観
光
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
４
月
13
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
４
月
12
日
（
木
）・

26
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
コ
ー
ス
に
よ
り
、
日
程
・
対

象
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

日
程
　
７
月
26
日
（
木
）
～

８
月
16
日
（
木
）
の
８
～
18

日
間

▼�

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学

校
体
験
、
英
語
研
修
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
地

域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

▼�

派
遣
先

　�

米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
ジ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

▼
対
象
　
小
３
～
高
３

▼�

資
料
請
求
・
問
合
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
日
時
　
６
月
14
日
（
木
）

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

講��

座

▼�

受
付
期
間
　
５
月
15
日（
火
）

～
22
日
（
火
）

▼
受
講
料
　
６
５
０
０
円

▼
定
員
　
80
名

▼
申
込
書

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
協
会

の
窓
口
に
て
配
付

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※�

講
習
会
当
日
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

シルバー人材センターの
会員になりませんか？

入会希望者説明会を開催します。
　日出町在住の 60歳以上の方を対象にした入会
説明会を開催します。毎月第２・第４火曜日に
開催。申込は不要です。
■日時
　４月 10日（火）・24日（火）10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局の隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
　
６
月
24
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　�

試
験
種
類
に
よ
っ
て
会
場
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
の
配
布
　

○�

大
分
市
消
防
局
・
県
下
各
消

防
本
部

○
県
消
防
保
安
室

○�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

▼
願
書
受
付
期
間

○�

電
子
申
請
　
４
月
10
日（
火
）

　
～
４
月
23
日
（
月
）

○
書
面
申
請
　
４
月
13
日（
金
）

　
～
４
月
26
日
（
木
）

▼�

問
合
・
申
請
先
　
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
試
験
準

備
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

　�

科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

募��

集

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　�

講
習
の
１
週
間
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
乙
種
】

▼
日
時

○
法
令
　
５
月
12
日
（
土
）

○
物
理
化
学
　
５
月
13
日（
日
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分

～
16
時
30
分

▼�

場
所

　�

あ
す
・
べ
っ
ぷ
（
別
府
市
）

【
甲
種
】

○
物
理
化
学
　
５
月
９
日（
水
）

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

【
模
擬
試
験
】

▼
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

＊�

乙
種
第
４
類
を
受
講
さ
れ
た

方
に
限
り
、
申
込
は
受
講
当

日
に
な
り
ま
す
。

▼�

申
込
・
問
合
先

　�

速
見
郡
杵
築
市
危
険
物
安
全

協
会
（
杵
築
速
見
消
防
組
合

内
）

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
４
３
２
８

前
記
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の

　区の境界付近などで、お住まいの地区と異なる収集曜日に出されていた方は、これまでの収集地域を
もとに表をご確認ください。収集曜日がご不明な場合は、問合先までご連絡ください。
　皆さまには慣れるまでの間ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をいただきますようお願いいた
します。
　なお、地域によっては、収集曜日変更の有無に関わらず、これまでの回収時間と前後することがあり
ます。これまでどおり、ごみは収集日の朝８時 30分までにお出しください。

お間違えのないようご注意ください！
一部地域でもやすごみの収集曜日が変更になっています。

収集曜日変更地区 4 月 1日から
南端 全区 火・金

豊岡
長野、団地東、団地西、団地南、団地北、中の二、
『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より山側 月・木

『太田・是城・中の三』のうち国道 10号より海側 火・金
日出 尾久保 月・木

藤原
東部、西部、中部、自然郷、南部 ( 国道 10号より西側 ) 火・金
一北、赤松 火・金

川崎 宗行、則次、辻の尾、成行、内野 水・土

■問合先　生活環境課　☎ 73-3128

基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を

公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制

度
で
す
。

▼�

受
付
期
間
　
４
月
４
日

（
水
）
～
17
日
（
火
）

※�

検
定
職
種
な
ど
詳
細
は
、
受

検
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※�

申
請
書
・
受
検
案
内
は
、
商

工
観
光
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
４
月
13
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
４
月
12
日
（
木
）・

26
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�
場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・�
問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
コ
ー
ス
に
よ
り
、
日
程
・
対

象
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

日
程
　
７
月
26
日
（
木
）
～

８
月
16
日
（
木
）
の
８
～
18

日
間

▼�

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学

校
体
験
、
英
語
研
修
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
地

域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

▼�

派
遣
先

　�

米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
ジ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

▼
対
象
　
小
３
～
高
３

▼�

資
料
請
求
・
問
合
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
日
時
　
６
月
14
日
（
木
）

▼
場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

講��

座

▼�

受
付
期
間
　
５
月
15
日（
火
）

～
22
日
（
火
）

▼
受
講
料
　
６
５
０
０
円

▼
定
員
　
80
名

▼
申
込
書

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
協
会

の
窓
口
に
て
配
付

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※�

講
習
会
当
日
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

シルバー人材センターの
会員になりませんか？

入会希望者説明会を開催します。
　日出町在住の 60歳以上の方を対象にした入会
説明会を開催します。毎月第２・第４火曜日に
開催。申込は不要です。
■日時
　４月 10日（火）・24日（火）10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局の隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

別府湾ロイヤルホテル

国道10号

歩道橋
→日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空
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介
護
労
働
講
習

（
実
務
者
研
修
含
む
）

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼�

対
象
者

　�

介
護
分
野
へ
の
転
職
を
希
望

す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

（
受
講
指
示
者
）

▼�

受
講
期
間
　
６
月
１
日（
金
）

～
11
月
12
日
（
月
）

▼
会
場
　
大
分
市
内

▼�

申
込
締
切
　
５
月
23
日（
水
）

▼�

費
用

　�

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
、
講
習
保
険
料
、
健
康
診

断
料
は
実
費
）

▼
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

▼
問
合
先
・
実
施
機
関

　�

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
大

分
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
１
４
８
１

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼�

募
集
締
切
　
４
月
25
日

（
水
）

【�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
⑤
】

▼�

日
時

　�

５
月
11
・
18
・
25
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
２
８
０
０
円
（
全
３
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時
　
５
月
17
日
（
木
）

13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
で
き
る
簡
単
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費

無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
４
月
19
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
別
府
医
療
セ

ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

健
康
・
認
知
症
予
防
講
演
会

　『
睡
眠
債
権
溜
め
て
い
ま

せ
ん
か
～
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て

認
知
症
予
防
～
』
と
題
し

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
。
参
加

す
る
に
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▼�
日
時
　
４
月
15
日
（
日
）

　
�10
時
～
12
時

　（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

役場に総合案内窓口を
設置します

　日出町役場では、来庁されるお客様の利
便性向上のために、総合案内窓口を４月２
日（月）から以下のとおり設置します。
　「○○課はどこ？」「△△の手続きをした
いが、どこの部署に行けばよいかわからな
い」など、お困りの場合はお声かけくださ
い。

※�お困りごとなどの相談を行っていた「何
でも相談室」の業務を統合し、総合案内
窓口の職員が引き続き担当します。（役
場で解決できない内容の場合は、関係機
関の問合先をご案内いたします）。

■設置場所　役場新館１階　庁舎案内板前
■案内日時　開庁日の８時 30 分～ 17 時
■問合先　総務課　☎ 73-3150

▼�

場
所
　
大
分
県
社
会
福
祉

介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
大

ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

▼�

講
師
　
宮
崎
総
一
郎
氏
（
医

学
博
士
・
中
部
大
学
特
任
教

授
・
日
本
睡
眠
教
育
機
構
理

事
長
・
日
本
睡
眠
学
会
理
事
・

放
送
大
学
客
員
教
授
）

※�

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
・
健

康
教
室
を
年
間
を
通
じ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�

▼��

問
合
先
　
大
分
県
社
会
福

祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８

在
京
大
分
県
人
会
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

　『
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト（
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
県
学
生
交

流
等
協
力
支
援
協
会
）』
は
、

大
分
県
東
京
学
生
寮
（
昭
和
47

年
廃
止
）
で
学
生
時
代
を
過
ご

し
た
大
分
県
出
身
者
が
中
心
と

な
り
、
首
都
圏
で
勉
学
に
励
ま

れ
る
大
分
県
出
身
の
学
生
を
支

援
す
る
団
体
で
す
。
具
体
的
な

活
動
と
し
て
、
大
分
県
知
事
や

東
京
で
活
躍
す
る
郷
土
出
身
者

の
講
演
会
、
企
業
見
学
会
お
よ

び
進
路
相
談
な
ど
、
学
生
の
将

来
に
役
立
つ
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
上
京
し
て
間
も

な
い
大
学
生
の
新
生
活
を
応
援

す
べ
く
、
大
分
県
出
身
者
が
集

そ
の
他

う
総
会
・
懇
親
会
で
仲
間
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
郷

土
料
理
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
学

生
は
参
加
無
料
）。

▼�

日
時
　
５
月
20
日
（
日
）
11

時
～
14
時（
10
時
30
分
開
場
）

▼�

場
所
　
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
品
川
　
シ
ナ
ガ
ワ
グ
ー
ス�

１
Ｆ
　
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ウ
エ
ス
ト

▼�

以
下
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま

で
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　oitagakusei@
oita.zaq.jp
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名
・
出
身
市
町
村
・
出
身

高
校
・
大
学
学
部
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
（
様
式
任
意
）。

※�

未
成
年
の
飲
酒
防
止
の
た

め
、『
20
歳
未
満
』
ま
た
は

『
20
歳
以
上
』
の
併
記
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
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先
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お
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た
学
生
ネ
ッ
ト
事
務

局
（
担
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梶
原
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０
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０
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３
７
８
４
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司
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岡
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の
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光
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光
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岡
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台
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落
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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介
護
労
働
講
習

（
実
務
者
研
修
含
む
）

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼�

対
象
者

　�

介
護
分
野
へ
の
転
職
を
希
望

す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

（
受
講
指
示
者
）

▼�

受
講
期
間
　
６
月
１
日（
金
）

～
11
月
12
日
（
月
）

▼
会
場
　
大
分
市
内

▼�

申
込
締
切
　
５
月
23
日（
水
）

▼�

費
用

　�

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
、
講
習
保
険
料
、
健
康
診

断
料
は
実
費
）

▼
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

▼
問
合
先
・
実
施
機
関

　�

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
大

分
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
１
４
８
１

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼�

募
集
締
切
　
４
月
25
日

（
水
）

【�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
⑤
】

▼�

日
時

　�

５
月
11
・
18
・
25
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
２
８
０
０
円
（
全
３
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時
　
５
月
17
日
（
木
）

13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
で
き
る
簡
単
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費

無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
４
月
19
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
別
府
医
療
セ

ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

健
康
・
認
知
症
予
防
講
演
会

　『
睡
眠
債
権
溜
め
て
い
ま

せ
ん
か
～
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て

認
知
症
予
防
～
』
と
題
し

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
。
参
加

す
る
に
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▼�

日
時
　
４
月
15
日
（
日
）

　
�10
時
～
12
時

　（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

役場に総合案内窓口を
設置します

　日出町役場では、来庁されるお客様の利
便性向上のために、総合案内窓口を４月２
日（月）から以下のとおり設置します。
　「○○課はどこ？」「△△の手続きをした
いが、どこの部署に行けばよいかわからな
い」など、お困りの場合はお声かけくださ
い。

※�お困りごとなどの相談を行っていた「何
でも相談室」の業務を統合し、総合案内
窓口の職員が引き続き担当します。（役
場で解決できない内容の場合は、関係機
関の問合先をご案内いたします）。

■設置場所　役場新館１階　庁舎案内板前
■案内日時　開庁日の８時 30 分～ 17 時
■問合先　総務課　☎ 73-3150

▼�
場
所
　
大
分
県
社
会
福
祉

介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
大

ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

▼�

講
師
　
宮
崎
総
一
郎
氏
（
医

学
博
士
・
中
部
大
学
特
任
教

授
・
日
本
睡
眠
教
育
機
構
理

事
長
・
日
本
睡
眠
学
会
理
事
・

放
送
大
学
客
員
教
授
）

※�

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
・
健

康
教
室
を
年
間
を
通
じ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�

▼��

問
合
先
　
大
分
県
社
会
福

祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８

在
京
大
分
県
人
会
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

　『
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト（
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
県
学
生
交

流
等
協
力
支
援
協
会
）』
は
、

大
分
県
東
京
学
生
寮
（
昭
和
47

年
廃
止
）
で
学
生
時
代
を
過
ご

し
た
大
分
県
出
身
者
が
中
心
と

な
り
、
首
都
圏
で
勉
学
に
励
ま

れ
る
大
分
県
出
身
の
学
生
を
支

援
す
る
団
体
で
す
。
具
体
的
な

活
動
と
し
て
、
大
分
県
知
事
や

東
京
で
活
躍
す
る
郷
土
出
身
者

の
講
演
会
、
企
業
見
学
会
お
よ

び
進
路
相
談
な
ど
、
学
生
の
将

来
に
役
立
つ
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
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上
京
し
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な
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学
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の
新
生
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懇
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仲
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イ
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用
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さ
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す
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で
、
お

気
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学

生
は
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料
）。
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５
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Ｆ
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以
下
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メ
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ル
ア
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レ
ス
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で
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メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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て
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狂犬病予防集合注射の実施について

■料金
　注射料金　　3,070 円
　登録手数料　3,000 円
※�上記手数料および通知ハガキをご
持参ください。

■注意事項
○雨天時も実施します。
○�集合注射の通知ハガキは、飼い主
へ４月下旬に発送予定です。
○�平成 30 年３月２日以降に狂犬病
予防注射を受けた犬は該当しませ
ん。
○�生後３カ月以上の犬は年１回の狂
犬病予防注射が義務付けられてい
ます。ご都合が合わない場合は、
最寄りの動物病院にて注射を受け
てください。
○�飼い犬の異動（死亡・転居など）
があった際は、速やかに必ず生活
環境課へご連絡ください。

　飼い犬には、生涯１回の犬の登録および年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。
　狂犬病予防集合注射を以下のとおり実施しますので、ぜひこの機会に最寄りの会場で注射・登録してい
ただきますようご案内いたします。
　なお、今年度の集合注射は日程を大幅に変更して５月に実施しますので、日程をご確認いただき、お間
違えのないよう注射場所へお越しください。

■集合注射日程表
実施日 場　所 時　間

5 月 7 日（月）

南浜公民館 9 時　　　 ～ 9 時 10 分
宗行公民館 9 時 20 分  ～ 9 時 50 分
西小深江公民館 10 時 5 分  ～ 10 時 35 分
大神港公民館 10 時 50 分～ 11 時 30 分
日出町役場（裏） 13 時 10 分～ 13 時 45 分
川崎地区公民館 14 時　　  ～ 14 時 50 分

5 月８日（火）

目刈公民館 9 時 40 分  ～ 9 時 50 分
南端コミュニティセンター 10 時 5 分  ～ 10 時 15 分
南端地区公民館 10 時 30 分～ 10 時 40 分
新町公民館 11 時　　  ～ 11 時 40 分
豊岡小体育館駐車場奥 13 時 30 分～ 14 時 20 分

5 月９日（水）

是城公民館 9 時　　　 ～ 9 時 30 分
辻間南児童公園 9 時 45 分  ～ 10 時 25 分
中央公民館第２駐車場 10 時 40 分～ 11 時 20 分
自然郷公民館 11 時 35 分～ 11 時 45 分
藤原地区公民館 13 時 20 分～ 14 時
赤松公民館 14 時 20 分～ 14 時 40 分

5 月 10 日（木）

西部公民館 9 時　　　 ～ 9 時 15 分
東部公民館 9 時 30 分  ～ 10 時
南部公民館 10 時 15 分～ 10 時 35 分
後村公民館 10 時 50 分～ 11 時 10 分
大神地区公民館 13 時 10 分～ 14 時
真那井公民館 14 時 15 分～ 14 時 50 分

※�各ふれあいセンター（藤原・川崎・大神）は、それぞれ地区公民
館になりました。

『日出町くらしのカレンダー』
平成 31年度（2019 年度）から

発行を終了します
　今まで毎年発行していた『日出町くらしのカレンダー』ですが、県
内で発行している市町村が他にほとんどなく、日出町でもその役割を
終えたものと考え、３月発行の『平成 30年度版』を最後に、平成 31
年度（2019 年度）から廃止させていただくことになりました。
　長年にわたりご愛用くださり、誠にありがとうございました。
　なお、『日出町くらしのカレンダー』に掲載していた、ごみの収集日
程については、同じく毎年発行している『日出町ごみ収集日程表』で
もご確認いただけます。平成 31年度（2019 年度）からは、粗大ごみ
の収集日程なども『日出町ごみ収集日程表』に掲載する予定です。

■問合先　政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116

お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

（��

）
内
は
行
年
・
区
名

※�

２
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

桂
木
　
博
史�

（
65�

中
の
二
）

木
付
ミ
ツ
ヨ�

（
100�

赤
松
）

�

村
ミ
ツ
ヱ�

（
83�

則
次
）

竹
友
タ
ミ
コ�

（
98�

内
野
）

�

刀
タ
イ
子�

（
97�

北
大
神
）

利
光
　
六
郎�

（
87�

南
大
神
）

宇
都
宮
ミ
サ
コ
（
91�

大
神
中
央
）

豊
田
マ
サ
子�

（
76�

日
比
の
浦
）

河
野
　
信
子�

（
95�

原
山
）

�

木
三
枝
子�

（
98�

照
川
）

本
田
　
榛は

る
き希�

（
渉
・
桃��

影
の
木
）

神
戸
　
裕ひ
ろ
と翔��（

裕
樹
・
美
保
子��

日
出
本
町

）

重
田
　
菜な

ほ帆��（
敏
行��

佐
尾
）

三
浦
　
世せ

な奈��（
太
郎
・
悠
佳��

佐
尾
）

栁
井
　
六ろ
っ
か花�

（
崇
寿
・
千
恵��

東
仁
王
）

石
田
　
隼は
や
と大��（

淳
一��

東
仁
王
）

上
野
　
泰た
い
ら良��（
将
史��

東
仁
王
）

早
水
　
琥こ
は
く珀��（
秀
明
・
優
佳��

東
部
）

重
安
　
琉り
ゅ
う
と羽��（
直
明
・
さ
ゆ
り��

南
部
）

渡
壁
　
律り
つ
き月�

（
亨
・
直
子��

中
部
）

里
平
　
柊し
ゅ
う
ま真�

（
景
祐
・
有
実��

内
野
）

北
野
　
禾か
れ
ん恋�

（
洸
平
　
港
）

石
川
　
叶と

あ空�

（
新
之
輔
・
星
羅��

港
）

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数� 12,260�（＋� 1）� ＋� 87
人　口� 28,576�（－�10）� ＋� 52
� 男� 13,727�（－� 2）� ＋� 59
� 女� 14,846�（－� 8）� －� 7
� 南端� 283�（－� 1）�
� 豊岡� 7,196�（－�15）�
� 日出� 5,939�（＋�21）
� 藤原� 3,898�（＋� 3）
� 川崎� 6,113�（－�10）
� 大神� 5,147�（－� 8）
� （　）�内は前月比
� �内は平成 29 年４月１日比　

平成 30年３月１日現在の
住民基本台帳の登録人口
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り
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し
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す

二の丸館 イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

４月１日（日）～ 20 日（金）
山香風の会　展示

４月５日（木）15 時～�
音和（とわ）コンサート

４月 14 日（土）10 時 30 分～
消しゴムはんこ教室（1,500 円）

４月 21 日（土）13 時～
折り紙教室（500 円）

４月 23 日（月）～ 28 日（土）
布花アート　展示

４月 25 日（水）13 時 30 分～
ミニコンサート

４月 28 日（土）16 時～
アンサンブル『リコレっと』演奏会

４月中のイベントの予定は
ございません

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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狂犬病予防集合注射の実施について

■料金
　注射料金　　3,070 円
　登録手数料　3,000 円
※�上記手数料および通知ハガキをご
持参ください。

■注意事項
○雨天時も実施します。
○�集合注射の通知ハガキは、飼い主
へ４月下旬に発送予定です。
○�平成 30 年３月２日以降に狂犬病
予防注射を受けた犬は該当しませ
ん。
○�生後３カ月以上の犬は年１回の狂
犬病予防注射が義務付けられてい
ます。ご都合が合わない場合は、
最寄りの動物病院にて注射を受け
てください。
○�飼い犬の異動（死亡・転居など）
があった際は、速やかに必ず生活
環境課へご連絡ください。

　飼い犬には、生涯１回の犬の登録および年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。
　狂犬病予防集合注射を以下のとおり実施しますので、ぜひこの機会に最寄りの会場で注射・登録してい
ただきますようご案内いたします。
　なお、今年度の集合注射は日程を大幅に変更して５月に実施しますので、日程をご確認いただき、お間
違えのないよう注射場所へお越しください。

■集合注射日程表
実施日 場　所 時　間

5 月 7 日（月）

南浜公民館 9 時　　　 ～ 9 時 10 分
宗行公民館 9 時 20 分  ～ 9 時 50 分
西小深江公民館 10 時 5 分  ～ 10 時 35 分
大神港公民館 10 時 50 分～ 11 時 30 分
日出町役場（裏） 13 時 10 分～ 13 時 45 分
川崎地区公民館 14 時　　  ～ 14 時 50 分

5 月８日（火）

目刈公民館 9 時 40 分  ～ 9 時 50 分
南端コミュニティセンター 10 時 5 分  ～ 10 時 15 分
南端地区公民館 10 時 30 分～ 10 時 40 分
新町公民館 11 時　　  ～ 11 時 40 分
豊岡小体育館駐車場奥 13 時 30 分～ 14 時 20 分

5 月９日（水）

是城公民館 9 時　　　 ～ 9 時 30 分
辻間南児童公園 9 時 45 分  ～ 10 時 25 分
中央公民館第２駐車場 10 時 40 分～ 11 時 20 分
自然郷公民館 11 時 35 分～ 11 時 45 分
藤原地区公民館 13 時 20 分～ 14 時
赤松公民館 14 時 20 分～ 14 時 40 分

5 月 10 日（木）

西部公民館 9 時　　　 ～ 9 時 15 分
東部公民館 9 時 30 分  ～ 10 時
南部公民館 10 時 15 分～ 10 時 35 分
後村公民館 10 時 50 分～ 11 時 10 分
大神地区公民館 13 時 10 分～ 14 時
真那井公民館 14 時 15 分～ 14 時 50 分

※�各ふれあいセンター（藤原・川崎・大神）は、それぞれ地区公民
館になりました。

『日出町くらしのカレンダー』
平成 31年度（2019 年度）から

発行を終了します
　今まで毎年発行していた『日出町くらしのカレンダー』ですが、県
内で発行している市町村が他にほとんどなく、日出町でもその役割を
終えたものと考え、３月発行の『平成 30年度版』を最後に、平成 31
年度（2019 年度）から廃止させていただくことになりました。
　長年にわたりご愛用くださり、誠にありがとうございました。
　なお、『日出町くらしのカレンダー』に掲載していた、ごみの収集日
程については、同じく毎年発行している『日出町ごみ収集日程表』で
もご確認いただけます。平成 31年度（2019 年度）からは、粗大ごみ
の収集日程なども『日出町ごみ収集日程表』に掲載する予定です。

■問合先　政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116
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二の丸館 イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

４月１日（日）～ 20 日（金）
山香風の会　展示

４月５日（木）15 時～�
音和（とわ）コンサート

４月 14 日（土）10 時 30 分～
消しゴムはんこ教室（1,500 円）

４月 21 日（土）13 時～
折り紙教室（500 円）

４月 23 日（月）～ 28 日（土）
布花アート　展示

４月 25 日（水）13 時 30 分～
ミニコンサート

４月 28 日（土）16 時～
アンサンブル『リコレっと』演奏会

４月中のイベントの予定は
ございません

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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刺身、煮付け、唐揚げ、南蛮漬け、

吸物、ご飯、香の物、デザート

品名 城下かれい祭り限定料理

城下かれい御膳

日出町 2543-1 ／毎週水曜定休日

72-2421 33 台予約☎ 駐車場

※道を挟んで専用駐車場があります。

城下御膳

城下かれい料理

城下かれい日出コース

城下かれい御膳

   提供食数 �両日で 900 食（６店舗合計）�

   限定特別メニュー価格 �１食 3,780 円（税込）�

   予約受付開始日時 �４月 23日（月）　10時～�

   予約方法 �希望する店舗に直接電話（先着順）�

   注意事項 �予約は個人のみ／キャンセル不可�

   問合先

�（商工観光課内）☎ 73-3158�

�城下かれい祭り実行委員会事務局�

　『第33回城下かれい祭り』の開催日が決まりました。
今年も祭り期間中限定で、町内６店舗で『城下かれい
限定特別メニュー（１食 3,780 円）』を提供します。
　各店舗で提供している 5,400 円（税込）相当のコー
スメニューに、品数を追加した限定特別メニューを
3,780 円（税込）で賞味することができますので、ぜ
ひご予約ください。

幸
こ う き や

喜屋 日出町的
て き ざ ん そ う

山荘 能
の ら く ろ や

良玄家

帯
た て わ き

刀の庄 膳のえぐち ホテルソラージュ 大分 ・ 日出

品名 品名

品名 品名 品名

刺身、煮付け、唐揚げ、茶碗蒸し、

味噌汁、ご飯、水物

日出町 2663 ／年中無休

72-2321 25 台予約☎ 駐車場

＊店舗入口前に駐車場があります。

刺身、煮付け、唐揚げ、湯引き、

吸物、ご飯、香の物、デザート

日出町 2573 ／毎週火曜定休日

72-2037 ５台予約☎ 駐車場

＊城下かれい祭り駐車場をご利用ください。

刺身、煮付け、唐揚げ、酢の物、小鉢、

茶碗蒸し、吸物、ご飯、香の物、デザート

日出町 3904-5 ／不定休

72-6944 10 台予約☎ 駐車場

＊大田公園特設駐車場をご利用ください。

刺身、煮付け、唐揚げ、茶碗蒸し、

小鉢、吸物、ご飯、香の物

日出町 2931 ／毎週月曜定休日

72-8558 ７台予約☎ 駐車場

＊城下かれい祭り駐車場をご利用ください。

刺身、煮付け、唐揚げ、小鉢、

吸物、ご飯、香の物、デザート

日出町大神 7505 ／年中無休

72-1800 200 台予約☎ 駐車場

※お車で直接お越しください。

５月 12日（土）・13日（日）
開　催　決　定 !!

4/23( 月 ) ～
賞味会予約
受 付 開 始！

第33回
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